
『日華学報』目次

大 里 浩 秋

前書き

これか ら目次を紹介 しようとする 『日華学報』

は,日 華学会の機関誌 として発行 されたものであ

る。そこで,順 序 として先に日華学会についてそ

の概略を述べた上で,『 日華学報』の内容 に触れ

たい と思う。

1.日 華学会について

日華学会は大正7(1918)年4月 に創設 された。

その 目的は 「中華民国留学生の為めに学校の選択,

入学転学の事より宿舎の供給,銀 行,工 場,個 人

商店の実習見学に関する周旋並 に学術技芸の研究

調査,或 は教育事業の視察に随時渡来する同国人

士の為めに同様便宜 を図る」(『日華学会第8回 年

報』「本会の 目的及沿革」,大 正14年 。原文のカタ

カナを現代仮名遣いのひらがなに,漢 字の旧字体

を新字体 に改めた。以下も同 じ)こ とにあった。

つ まり,来 日す る中国人留学生に対す る種々の便

宜 を提供することを主 とし,併 せて教育関係視察

者にもサービス しようとするものであった。また,

この団体の財政的基盤 となったの は,明 治44

(1911)年 に中国で辛亥革命が起こった際,帰 国

しようにもお金が な くて帰れない留学生の旅費

や,祖 国か らの送金が途絶えて勉学 を継続で きな

い者への学費を援助すべ く,財 界有志が 「支那留

学生同情会」(以 下,「 同情会」 と略記)を 結成 し

て集めた多額の寄付金だった。三井物産の山本条

太郎,日 清汽船の白岩龍平らが主唱 し 「都下に於

ける支那関係の会社,銀 行等に謀 り,留 学生救済

資金を募集 し,支 那公使館を経て,之 を留学生に

貸与 し」(『日華学会二十年史』 一以下,『 二十年

史』 と略記一 「支那留学生同情会概要」,昭 和14

年。原文のひらが なを現代仮名遣いに,漢 字の旧

字体 を新字体 に改めた。以下 も同 じ),そ の際余

ったお金にその後中華民国教育部から返済 された

分を加えて3万7500円 余 となり,さ らに有志の寄

付1万 円を足 したものが基金となった。

日華学会設立を提唱 したのは,同 情会の運営に

関わった山本,白 岩 ら諸人であるが,彼 らは中華

民国になってからもその残務処理 を継続 しつつ

(必要な援助 をその後 も留学生個人あるいは受け

入れの学校に対 して行 っていた),同 情会が担 っ

た留学生の世話をさらにグレー ドアップする必要

を感 じていったようである。『二十年史』「本会設

置の必要」に述べているところによると,辛 亥革

命以前からこのかた留学生の受け入れが十全なも

のではなく,一 般 日本人の彼 らに対する態度や接

し方 も誠実でないところがあって 「かかる実情 な

るにより,従 来留学生を始め,多 くの視察渡来者

の不便少なからず,延 いて不満を感 じるに至るは

人情 の自然である。」 さらに,欧 米諸国 に留学す

る者 を見ていて,彼 らは大体において親欧,親 米

家 とな り,帰 国後 も長 く好意を抱 いているの に,

「独 り本邦留学生の或る一部 を除 き大部分の者は,

不平不満を抱 き好感を有する者少なきは抑 も如何

なる動機に基因するものか,世 の有識者の大に考

慮を要する問題である。然 るに此の状態が従来の

ままにして顧みざらんか,遂 に彼 らを駆 りて,欧

米に陶酔せ しむるの結果を招来するに至 らん…将

来何等施設する処なくんば日支国交上にも策を得

たる ものに非ず」 と考えて日華学会を設立する方

向に進んだのだとする。つまり,従 来の受け入れ

の不備を克服 して留学生 に親 日感情 を持ってもら

うよう,同 情会の善意の延長上でお世話役の機関

を作 ろうというのである。 しか し,こ こには具体
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的には語 られていないけれ どもその結成前後 に日

中間に重大な外交懸案が持 ち上がってお り,そ れ

に敏感に反応 した留学生 による対 日批判が起 こっ

て,日 本政府 はこの対処 に苦慮する事態となって

いた。それは大正4(1915)年 に政府が衰世凱政

府に突きつけた 「二十一力条要求」やその後衰世

凱の後釜の段棋瑞政府 に認 めさせた大正7年 の

「日華共同防敵軍事協定」に対 して,祖 国の存亡

に関わるものだとして留学生は激 しく反発 し,特

に7年 には一斉帰国運動へ と発展 したのがその内

容であった。この時期帝国議会は留学生教育問題

を初めて議題に取 り上げることになったが,日 華

学会を発足 させ ようとした人々はこうした留学生

の動 きを知 りつつ,留 学生全般に広がる 「不平不

満」を受け入れの不備 を克服することで どうにか

せねばと考 え,も た もたする議会の対応を尻 目に

して活動 を開始 したのではなかったか。同情会当

時の財界主導か らスタッフの枠 を広げて,「支那

関係の有力者及名望家を理事又は顧問とし,帝 国

大学各官私立高等専門学校の職員ダ及文,外2省

の当局者其他の人士 を以て評議員 とし」(山 井格

太郎 「創刊 の辞」,『日華学報』第1号)て お り,

その陣容からいってとて も任意の民間団体 とはい

えぬ半官半民的性格を備えてのスター トだった。

その後の経過 を簡単に追 う。大正10(1921)年

に文部,外 務両大臣の許可により財団法人 となっ

た。同年には又留学生宿舎設置に関する費用 とし

て文部省か ら15万 円の国庫補助を受けた。 さら

に,13年 の関東大震災で学会事務所が焼失 し,留

学生宿舎が破損 したための復旧費及び留学生の帰

国費用が必要になった際には,外 務省からの補助

を受けた。これは12年 に 「対支文化事業特別会

計法」が制定 されて,外 務省にその事業を管轄す

る文化事業部が置かれたことと関係があ り,以 後

文化事業部の支援を得て毎年の ように外務省から

の国庫補助を得ているのである。 こうして昭和12

年までに得 た国庫補助を合計すると,77万4737

円93銭 に上っている。 また,財 界 を主 とす る寄

付金はその後 も募ってお り,当 初の同情会の基金

を含めて昭和12年 末 までに合計29万2358円60銭

に達 した。これらの事実は,先 にも書いたが,日

華学会が単なる善意の民間団体 ではな く,政 府,

財界の強い支援を得て動いている団体であること

を示す に十分である。創立当初からの文部省や外

務省 との関係,と りわけ外務省文化事業部 との関

係はいかなるものであったか(国 庫補助を出 した

ら口も出す,と い うのが当然の成 り行 きであろう)

は今後明らかにすべ き興味ある課題である。とこ

ろで,満 州事変 を経て 日中戦争 を始めた翌昭和13

(1938)年12月 に興亜院が設置 されると,日 華学

会は興亜院の管轄下に入 り,17(1942)年 の大東

亜省設置後は,同 省支那事務局に移管 された。そ

して,敗 戦間際の20(1945)年1月 には 「政府の

要請に応 じて本会を解散 し,日 華協会に合流せん

ことを議決 して目下措置中である」 として 「文化

の交流提i携,留 日学生の補導育成,国 民親善の促

進等対支文化事業に対 し一元的統合機関たる財団

法人日華協会」へと統合 される運命 にあることを

明らかに している(『 日華学報』第97号 「日華協

会の設立 と本会の合流」)が,お そ らくこれは実

現に至 らぬ ままに敗戦 となり活動を停止するしか

なかったのであろう。敗戦解散に至るこうした数

年の状況についても今後調べ て,最 初の志 と最後

がいかにかけ離れた ものになっていたかを明 らか

にできればと思っている。

さて,創 立後の日華学会の日常的な活動 に触れ

るのが後回 しになって しまった。すでに見たよう

な 「目的」 に沿って留学生に対する各種の世話を

し,教 育視察者への便宜 を与 えている様子 は,彼

らが当初4年 間に5回 発行 した 『日華学会報告』,

ついで1年1回 発行の 『日華学会年報』で知 るこ

とができ(『日華学会報告』は第1回 から5回 まで

発行 された,大 正7～10年 。『日華学会年報』は

通 し番号で第6回 から始 まり,27回 まで出たこと

は確認 されている,大 正11～ 昭和18年),さ らに

は,遅 れて昭和2年 から機関誌 として発行 された

『日華学報』によって も知ることがで きる。彼 ら

の日常活動の軸になるのは当然 にも留学生への対

応であ り,創 立の年から民家 を借 りて寄宿舎 とし

て留学生を泊め,時 を経 るうちに土地を購入 して

自前の宿舎を建てて男女留学生用それぞれ2～3

棟を運営 した。 また創立数年後s大 正14年 か ら

は留学生予備教育機関として 「東亜高等予備学校」

(昭和10年 に 「東亜学校」 と改称)を 経営 した。
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その他の活動を含め,上 記資料を見る限 り日華学

会は彼 らの掲げた活動をかな りきまじめに遂行 し

たといえそうである。 しかしそれで十分であった

か,問 題はなかったか といえば,そ うとはいえな

い。例 えば,関 東大震災が起 こったとき,日 華学

会は留学生の身の安全を図るために尽力 し,死 者

を手厚 く葬 り,負 傷者を救済 し,混 乱の中祖国に

帰る者 を無事に見送 るなどの世話をしたと誇らし

げに 『年報』や1二 十年史』 などに記 してお り,

そのような活動を確かにしたのであろうが,同 時

期朝鮮人と同様中国人労働者が多数 日本人住民に

虐殺 されていて,そ うした事態 を気遣ってその現

場に行 き警察に捕 まり挙げ句 に陸軍の兵士 に殺 さ

れた王希天のような留学生には,一 言の言及もな

い。 日本政府に逆 らう行動をとった者は世話する

に値 しない留学生 として切 り捨てたのか,そ れ と

も陸軍の行為ゆえ口をつ ぐんだのか。又,日 中戦

争が深 まるにつれて,例 えば留学生を紀元二千六

百年の式典 に参列 させ たりするのは,ど う考 えて

も日本の立場の押 しつけであ りお世話の範疇 には

属 さないが,当 事者 にするとこれ もお世話 と心得

ているふ しがある。 こうして,日 中間の対立が深

まる中での留学生への対応の内質が改めて問われ

ることになるのである。この点 も今後の課題 とす

る。

2.『 日華学報』について

日華学会が活動を始めて以来待望久 しい機関誌

の発行が実現 したのは,昭 和2(1927)年 の こと

である。 この年6月 に日華学報部 を作 り,8月 に

は第1号 が発行 されているか らそれまでに一定の

下準備はできていたことになる。発行の間隔は,

最初 は季刊 とす るが,「現下の急需 に応 じ,徐 々

に之を大成 して月刊雑誌 となし,以 て之が趣旨の

徹底を期せん」(『二十年史』「日華学報刊行趣旨」)

とした。実際にはどうなったかといえば,11号 ま

ではほぼ季刊で出されてお り,12号(そ の奥付に

発行年月 日が記 されていないが,『20年 史』から

昭和5年4月 の発行であることがわかる)か らは

ほぼ月刊 となって34号(昭 和7年4月)ま で続 く

が,そ の後はずっ と2ケ 月か3ケ 月の間隔で発行

されて月刊 に復することはなかった。どんな理由

かは判然 としないが,月 刊では出 し続けられない

理由が絶えず存在 したということだろう。そ して,

最後の2号 についてみると,96号 は前号か ら1年

経 った昭和19年6月 に出 され,97号 は敗戦後の

20年10月25日 の 日付で出されている。その頃は

もう月刊 はおろか従来の間隔で出せ る条件すらな

かったのであろうが,20年 近 く培 って きた使命感

と誌面構成の慣れ に従って記事 を埋 めた と思わ

れ,と りわけ97号 については,20年 春 までの情

報で作 った記事 を遅れて敗戦後にそのままの内容

で出すことで,一 応の終刊のけじめとしているよ

うである。

次 に,『 日華学報』に載った記事 内容 について

である。これに該当する説明は第1号 の 「編輯余

録」 にあ り,そ の後 も6号 までは同様の説明を載

せているが,『二十年史』「日華学報記事範囲」の

方がやや詳 しい記述をしているので,そ ちらを引

用 して読者の参考 に供することとす る。

日華学報記事範囲

、支那留学生に関する,文 部省及び文化事業部

其他の法規及各種事項を発表す。

、駐 日中華民国公使館及学生監督処 より,発 せ

らるる留 学生 関係規程,其 他の事項 を発表

す。

、留学生を収容せる各種学校 と連絡 し,入 学手

続,入 学試験課 目,試 験時 日及入学試験の成

績等を発表す。

但 し臨時必要生 じたる場合は別に印刷物を以

て発表す。

、支那留学生 を収容せる各学校に,入 学,卒 業,

退学,退 学,転 学其他の事項 を調査 し,毎 年

完全なる留学生名簿を作製 し,留 学生相互間

の連絡及留学生史編纂の資料に供す。

、前項以外,留 学生史編纂に要する資料蒐集に

努む。

、各省経理員,留 学生総会及各省同郷会 と連絡

を図り,必 要事項 を報道す。

、専門大家に請い,学 術 に関する論説,講 演等

を掲載す。

、留学生の学芸 に関する研究又は論説 を発表す

ること。
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、留学渡来便覧を編纂すること。

、以上の外,留 学界に便益する事項の報道を為

す は,勉 めて留学生の好伴侶 たら しめん と

す。。

この ように長 々 と引用 したのは他で もな く,

『日華学報』 に掲載 されている記事の大部分が,

上述の範囲に基づいて書かれ,あ るいは編集 され

ていることがうかがえるからである。従って,こ

の 「記事範囲」 を頭に入れてそれぞれの記事を読

むもよし,同 じ範囲に属す る記事を何号分か通 し

て読むもよしで,そ うすることで この雑誌 に載る

個別記事の価値や大量の記事群のおおまかな傾向

が見えてくるのではないかと思えるのである。稿

を改めて内容の分析を試みることとする。

さて,記 事の範囲を示 しつつその前提 として編

集者が語っているのは,「政事問題 には一切触 れ

ざる」(第1号 の 「編輯余録」では,「政治外交に

亘らざる」)と いう点である。 この点に注 目して

目次に当た り,か ついくつかの記事 を読んでみる

と,満 州事変勃発前後で(第37号 を境 に して)

誌面の構成に徐 々に変化 を生 じていることに気づ

く。それ以前においてはおおよそ政事 に触れない

ことを念頭 に置 き 「記事範囲」に沿って記事が埋

められていたのが,事 変後 になると中国側の事変

に対す る反応が気 になる ところ とな り,さ らに

「満州国」留学生の受 け入れ も始 まって,日 中両

国の政治外交上の対立がいっそう無視できなくな

って きたとい う事情が底辺にあるからに違いない

が,自 らに律 していたはずの約束 を思わず破って

しまっている記事が次第に登場するのである。特

に日中戦争が始 まってか ら(第63号 から)の 記

事は,号 を追 うごとに日本の侵略の正当性を説教

して留学生をその方向に動員しようとする傾向が

目立っていく。

なお,日 華学会が 『日華学報』に載った諸資料

をまとめて(あ るいは,さ らに資料を補充 して)

単行本の形で出版 したものに,以 下のようなもの

がある。

a.昭 和2(1927)年 から昭和19(1944)年 まで

の留学生名簿。名称が異なり,

『留 日中華学生名簿』(1～6版)

b

C。

『留 日学生 名簿』(7～10版)

『中華民国,満 州国留 日学生名簿』(11～13版)

『中華民 国留 日学生名簿』(14～18版)

となってい る。1版 は昭和2年 刊,18版 は

昭和19年 刊 を指す。

『中華 民 国留 日学 務規程 及概況 』,昭 和9

年,12年 の2度 発行。

実藤恵秀 『中国 人 日本 留学 史稿』,昭 和14

年刊 。

総 じていえば,『 日華学報』は,1920年 代から

45年 の日本敗戦までの中国人日本留学に関す る情

報を豊富 に備えている雑誌であるといえる。従来

資料が少 なく研究が進んでいない時期に発行 され

ていたものだか ら,そ の時期の留学生の実態 を知

る上で,又 その時期の受 け入れ側の 日本の実態を

知る上で,こ の雑誌に載った各種の記事や統計は

役立つ に違いない。 さらに,特 に満州事変から日

中戦争時期の中国の教育事情 を侵略を拡大 しつつ

ある日本の立場から紹介 している記事 も貴重には

違いない。こうして,こ の時期の中国人日本名学

史 さらには,日 中教育交流史の実態を明らかにす

るのにこの雑誌は欠 くことのできないものだ との

考えから,筆 者は 『日華学報』の目次を整理 して

公表す ることを思いついたのである。活用 してい

ただければ幸いである。
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『日華学報』 目次

目次を載せるに際 しての2,3の ことわ りを記 してお く。基本的には各号に載る目次に拠 ったが,号 によって精粗

の差があって,大 きい見出 しを載せ るのみで小 さい見出 しは載せていないものがあり,1頁 足 らずあるいは数行だ

けの記事の見出 しを載せていないものもあったので,そ れらを気づ く限 りで載せることとした。また,目 次の見出

しと本文中の見出 しに表現の異同がある場合は本文の方を採用 した。原文のひらがなを新仮名遣いに,漢 字の旧字

体を新字体に改めた。なお,目 次 をこのような形で整理するに当たって,同 僚の孫安石氏,中 国言語文化修士修了

の増子直美さん,佐 々木恵子さんの協力 を得たことを記 して感謝する。(大 里浩秋〉

第一号 昭和2年8月10日 発行

表紙 題字、駐日公使 江栄宝

図案、小室翠雲

写真 孔子行教図(顧 榿之筆)

題字、 教育総長 任可澄

外務大臣 田中義一

駐日公使 圧栄宝

文部大臣 水野錬太郎

梁啓超

鄭貞文

長崎高商全景

東京帝大正門

東亜高等予備校

海水浴場其他

創刊の辞 日華学会常務理事 山井格太郎 1

創刊祝辞 東方文化事業総委員会委員
・文学博士 桐勘忍 4

東方文化事業総委員会委員 王樹
'

文部次官 粟谷謙

外務省文化事業部長 ・子爵 岡部長景

中華留日学生代理監督 張振漢

東京帝国大学総長 古在由直

東京高等師範学校長 三宅米吉

東京高等工業学校長 中村幸之助

日本女子大学校長 麻生正蔵

東京女子医学専門学校長 吉岡弥生

東亜高等予備学校学監 三輪田輪三

説苑

日本塩見氏元始儒教宣伝題詞(華 文) 中華民国駐日公使 江哀父 17

書根本通明氏説易諸書後(華 文) 中華民国駐日公使 注哀父 18

北京の天壇 京都帝国大学教授理学博士 新城新蔵 20

中華民国留日学生と長崎の国際的使命 長崎高等商業学校教授 ・

経済学博士 田崎仁義 22
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敬んで日本各学校長に告ぐ 中華民国留学生代理監督 張振漢 29

為中華留学生進一言(華 文) 東亜高等予備学校教員 椎木真一 31

留学生教育に従事する諸賢に恕う 慶応大学医学部 呉堅 35

研究 孔家と批判哲学の理論 東京帝大大学院 程衡 38

支那の新思潮運動に関する二三の考察 東京帝大法学部 楊雲竹 46

資料 西洋留学生の決算(訳 文) 椎木生 55

民国教育制度概要 58

長崎高等商業学校特設予科生徒募集

要項 66

学欄 67

中日文化事業留学生学費分配弁法(原

文、訳文)

管理留 日学生事務規定(原 文、訳文)

留日学生監督処組織

教育部布告(訳 文)

発給留学証書規定(原 文)

特設予科規定(一 高、東京高師、東京

高工、広島高師、奈良女子高師、長崎

高商、明治専門) 84

陸軍士官学校入学志望者心得 90

東亜高等予備学校、章程(華 文)、沿革、

評議員会 92

日華学会紀要、寄宿舎、視察団 97

文苑 日本旅行見学の所感 早大政経学部 曹鋤国 100

関西の修学旅行 東京女子医専卒業 朱松子 103

漢詩 哀 父、涯客 、

夢 花、汗漫 ros

新詩 鄭沢、馬可

夫、藩逸群 1ユ1

詞曲 斯予 115

附録 留日新卒業 ・入学学生名表 1

房州だより 19

編輯余録 20

2号 昭和2年11月20日 発行

表紙 題字、駐 日公使 江栄宝

図案、小室翠雲

口絵写真 題字、日華学会会長侯爵 細川護立

孔子行教図(顧 榿之筆)

館山消夏団(昭 和2年8月)

日華学会会館

巻頭言 1

説苑 中国古来所謂 「命」之意義(華 文) 文訪蘇 2
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同訳文 9

中華民国留学生教育の沿革 松本亀次郎 17

研究 初めて社会学を学びて 東京女子高師 王少英 28

日本智識階級の方々へ 慶大経済学部予科生 何庭鎧 30

中国における食糧問題と酒類 農学博士 山崎百治 33

皮蛋(Pidan)に 関す る研 究 農学士 王兆澄 47

妊娠子宮内容の不完全手術 による胎盤

「ポリープ」 楊翠珠 57

資料欄 特設予科試験問題(一 高、東京高師、

東京高工、広島高師、長崎高商、明治

専門) 61

国立京師大学校組織総綱並同校校長各

科部学長任命に関する件 80

大日本帝学陸軍士官学校入学希望者須

知(華 文) 80

学欄 中華民国留日学生監督処布告 82

就任挨拶、 日本朝野各位 中華民国留日学生監督 徐鴻沢 93

消息欄 日華学会に来訪せる中国人士の消息 95

東亜高等予備学校記事 100

中国留日基督青年会の沿革及状況 張清鑑 10s

消夏団の報告 同 10s

北京学童書画展覧会 110

国際連盟支部会の中華留日女学生招待 110

関紫蘭女士二科展入選に就て 111

文苑 暑期中之参観保田女子青年会消夏団並

登鋸山紀略 萢声 112

漢詩 衰 父、心口、

公賜 、湛 客、

翔雲、朱孔沢 115

李松の罪 楊振声、椎木

訳

117

編輯余録 120

第3号 昭和3年2月20日 発行

表紙 題字、駐 日公使 圧栄宝

装偵、小室翠雲

口絵写真 (1)題 字 、胡適

(2>孔 子行数図、顧榿之筆

(3)題 字、黄碗(福 建教育庁長)

(4)中 華女子寄宿舎懇親会

巻頭言 1

説苑 吾人応宣伝中国文化(華 文) 李文権 2

元始儒教之宣伝(華 文) 塩見平之助 6
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日本国民性 と切腹に就て 早大政経学部 黄石公 13

最近の時代相 林東峯 19

本然の面 目に反れ(隣 邦留東の士に呈

す) 村上徳太郎 23

研究 中華民国留学生教育の沿革(其 の二) 松本亀次郎 28

中華留学生と明治大学 於明大研究室 師尾源蔵 34

先天的総合判断は如何にして可能なりや 東大文学部大学院 程衡 43

学欄 新訂中華民国各省派遣留日学生規程 50

各高等専門学校中国学生募集要項 62

対支文化事業の概要 外務省文化事

業部

65

消息欄 中華民国教育視察旅行記 東亜高等予備学校学藍 三輪田輪三 81

中華女子寄宿舎主催中日学生懇親会 83

第一一高等学校特設予科入学生発表 84

長崎高等商業留日中華民国学生同窓会 (華文) 85

日華学会に来訪せる中国人士の消息 88

本邦渡来外国人旅客趨勢 5

文苑 高校生活 呉堅 90

堀江帰一博士逝世之感言 馬洗沈 95

東京に来るまで 東峯 96

漢詩 goo

編輯余録 104

第4号 昭和3年6月25日 発行

表紙 題字、駐 日公使 江栄宝

装槙、小室翠雲

口絵写真 (1)孔 子行教図、顧 榿 之筆

(2)題 字、広東教育庁長 許崇清

(3)東 京高等工業学校

(4)旅 行写真、塩谷博士,東 京鉄道局

教習所

巻頭言 1

説苑 留日中華学生に希望す 文学博士 服部宇之吉 2

余之中国文学観(華 文) 金天羽 5

中国視察旅行所感 東京帝大教授文学博士 塩谷温 7

日本昔話桃太郎話材由来(華 文) 塩見文山 16

現在日本に於ける留日中華学生予備教

育我観一特設予科存立の意義 北京 高橋君平 23

極東に於ける日華両国青年の使命 鉄道省教習所専門部 郭斌 36

研究 中華民国留学生教育の沿革(其 の三) 松本亀次郎 40

東蒙古の天然曹達 薬学博士 慶松勝左衛門 50

民国に於ける法律思潮の研究 陶惟能 52

極東に於ける鉄道将来の考察 東京鉄道局教習所 李徳周 57

8



資料学欄 新訂中華民国各省派遣留日学生規程

(華文) 62

本校に於ける中国学生教育大要並びに

新設特設予科の概況

東京高等工業

学校

消息 中華民国教育視察旅行記(続) 東京高等予備学校学監 三輪田輪三 76

日華学会に来訪せる中国人士の消息 81

北京に於ける日語学校 日華学会北京

通信部 84

文苑 東北北海道見学旅行記 東京鉄道局教習所 田玉良 91

告初到日本之中国留学生書(華 文) 朱 95

漢詩 97

附録 留 日新卒業生 ・新入生名表(昭 和3年

3月 、5月 調) 1-27

編輯余録 99

第5号 昭和3年9月25日 発行

表紙 題字、駐 日公使 江栄宝

図案、小室翠雲

口絵写真 題字、察元培

孔子行教図(顧 榿之筆)

題字、江潮

東亜高等予備学校設計図

巻頭言 1

儒教理想感 法学博士 大川周明 3

新 日支親善問題(華 文) 東京商大華語教師 常静仁 ro

漢字の渡来と其の発達 水野梅暁 14

中華民国留学生教育の沿革(其 の四) 松本亀次郎 20

支那自治制 早大大学院 黄石公 37

中国産業の将来 徐三善 46

真珠(華 文) 黄文澄 52

東亜高等予備学校是甚塵学校 本校教員 椎木真一 59

北平学界の昨今 在北平 高橋君平 66

支那学生と日本の山水及社会相を語る 師尾源蔵 82

本校に於ける特設予科 奈良女子高等

師範学校 100

本校特設予科に就て 東京高等師範学校教授 馬上孝太郎 104

長崎高等商業学校 附特設予科規程 107

新興中華留学界之学術団体 108

各省経理員消息 110

昭和3年 度特選選抜学生 外務省文化事

業部 111

日華学会記事 114

北支教育界人物略伝 萢々生 118
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編輯余録 123

第6号 昭和3年11月1日 発行

表紙 題字、駐 日公使 江栄宝

図案、小室翠雲

ロ絵写真 題字、江庸氏

姜留学生監督就任式

孔子行教之図(顧 榿之筆)

広島高等師範学校

巻頭言 1

支那の南と北 文学博士 中村久四郎 3

文明の寿命 津田光造 12

東洋の格物的精神 安岡正篤 17

漢字の渡来と其の発達 水野梅暁 21

孔孟老荘実為一貫弁(華 文) 旅順工科大学講師 許学源 27

日本歴史之研究(華 文) 新文化学会主任 陳彬餅 29

中日学生の団樂 37

山左回顧録(其 一) 元山東全省師範学堂総教習 内堀維文 38

真珠(其 三)(華 文) 黄文澄 46

経済上よ り見たる中国 王洪業 52

就任の辞 中華民国駐日留学生監督 姜碕 61

日本学術界の昨今(其 二) 67

布告消息 79

姜先生略歴 80

東亜高等予備学校卒業式 81

中華民国駐日留学生監督処為布告 82

留学生在学の学校より 86

江西留学生経理処通告 88

日華学会記事 89

本校特設予科に就て 第一高等学校 90

第一高等学校特設予科規程 92

漢詩 93

介紹四角号礪検字註(華 文) 陳彬餅 94

長崎高等商業特設予科入学者 98

編輯後記 99

第7号 昭和3年12月28日 発行

表紙 図案、石井了介画

説明、高橋健 自博士

口絵 題字、王一亭

旭光照波(富 士の遠望)

題字、犬養毅

写真、王正延

題字、注公使
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康未元明名画展覧会開催式記念並に頭

山満先生題字

巻頭言 1

年頭の辞 日華学会会長侯爵 細川護立 3

同 文部大臣 勝田主計 5

中華民国の前途を祝す 大連 松崎鶴雄 7

同 熊本 岡井慎吾 10

同 諸名家 13

東方文化の使命 中華民国駐日公使 江栄宝 15

真正の教育 工学博士 青柳栄司 19

日華共同の世界的使命 内堀維文 36

外人の観たる支那 東亜同文書院教授 坂本義孝 42

満州を旅 して 工学博士 田中龍夫 47

日本科学界の特質 田制佐重 52

四部源流述(華 文) 樹校 63

日支感情の史的考察 早稲田大学教授 清水泰次 66

読韓昌黎篇後(華 文) 旅順工科大学講師 許学源 73

革命支那の三民主義教育 北平 高橋君平 75

一楽居漫語
今関天彰 106

服部操先生逝く 日華学会 113

北支那教育界人物伝略(五) 上海新文化学会 　　生 115

四角号礪検字法 陳彬餅 122

日本学術界(一 年史) 139

日華学会記 143

布告 各省公文 145

漢詩 156

編輯後記 158

第8号 昭和4年4月1日 発行

表紙 図案、石井了介画

説明、高橋健自博士

口絵 一、郭責喧先生題

二、北大運動選手、明治神宮外苑

三、趙宗柞先生題

四、東亜高等予備学校写真

巻頭言 1

哲学の危機 文学博士 桑木厳翼 3

日華親善論(留 学所感) 李執中 13

科学の殉教者野口英世博士 田制素影 18

野口英世博士(華 文) 医学博士(劉 信春訳) 宮島幹之助述 32

日本正気歌緒言(華 文) 内堀維文 51

藤田一正(華 文) 会津安 52

藤田彪(華 文)1 青山延光 55
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和文天祥正気歌(華 文) 藤田彪 57

大 連.一_一.T屋(華文) 横尾謙 59

山左回顧録 内堀維文 66

北京音と漢音との関係 賀来敏夫 69

庚款補助費分配規程修訂に対する所感 留日学生監督 姜碕 76

三十年の過去と将来 大連 李文権 84

唐宋元明名画展覧会記(華 文) 86

革命支那の三民主義教育(続) 高橋君平 90

北支教育界人物 99

周礼 より見たる教化制度 桂生 100

中華の漬物 農学士 王兆澄 107

中国天才棋客呉清源少年 111

布告 112

孫総理四周年記念会 122

予陳甘賑災音楽舞踏会 122

世界の歩み 122

第9号 昭和4年7月28日 発行

表紙 図案、石井了介画

口絵 一、孫総理霊堂

二、陳換章先生題字

三、中国学術視察団

四、孔子行教之図

巻頭言 1

孔夫子の大義名分論 文学博士 宇野哲人 3

伝教大師と支那文化 文学博士 常盤大定 6

国際上に於ける吾人の責任 中華民国留日学生監督 姜埼 19

清醒明瞭的日支親善問題(華 文) 東京商科大学講師 常静仁 23

文化義盟を提唱す 口田安信 26

知識之独占與我国社会問題(華 文) 陳之 35

道徳運動の提唱 原重治 41

物部守屋論(華 文) 渋谷敬蔵 47

藤原鎌足(華 文) 横尾謙 47

中華新文学の道 奥平定世 52

文明と文化 山口高商 姜文涛 60

遊芸録 高起元 72

中華の漬物(続) 農学士 王兆澄 80

日本軍隊軍務見学に対する所感 席換然 83

皮蛋に於ける諸無機成分の分布に就いて 農学士 王兆澄 86

日華学会記事 97

第10号 昭和4年10月30日 発行

表紙 図案、石井了介画

ロ絵 張継氏題字
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東京華僑学校発会式

視察団記念撮影

関東大震災遭難学生追悼会

巻頭言 1

英雄哲人に対する青年求道者の私淑 法学士 安岡正篤 3

支那近三百年来の四大思想家 北平大学教授 胡適 20

長崎高商特設予科新入学生 29

亜細亜経済同盟運動を提唱す ロ田安信 30

詩、暮春雨後 桂里、華鶴 37

和気清麻呂(華 文) 横尾謙 38

和気清麻呂伝賛(華 文) 安積覚 43

中華民国に於ける産業組合運動 農学士 劉信春 44

菅原清公 大東文化学院 福田福一郎 60

北平に於ける大学校(紹 介) 荘　生 78

北支教育界人物 同 87

万国工業会議 89

中華 「五香」考証 農学士 王兆澄 90

愛與血的交流 朱雲影 98

ある夜 黄口 104

思えば七年前の大震災 孫虞卿 105

漢詩 108

消息 最近日本之教育 109

東京華僑学校開学誌盛 112

雑報 視察団状況 114

関東大震災七周年迫1卓会

東亜高等予備学校

本邦に於ける主なる学術団体

館山夏期寄宿舎の状況

留日学生の奇禍

第11号 昭和5年1月1日 発行

口絵 1、写真 上 富士山 下 函谷関

2、題字 湖北省教育庁長 黄昌穀

3、写真 東亜高等予備学校

4、写真 上 万国工業会議中国側委員

下 上海復旦大学排球隊

巻頭言 1

庚午の年頭に本会の前途を祝す 日華学会会長侯爵 細川護立 3

年頭所感 同仁会理事 小野得一郎 5

太陽を旗章とする民族に望む 貴族院議員 坂西利八郎 7

新年 中華民国留学生監督 姜碕 10

庚午年頭の辞 東亜高等予備学校学監 三輪田輪三 11

年頭所感 東亜高等予備学校 三戸勝亮 13

13



隣邦に建設的人材出でよ 前東亜同文書院教授 清水董三 15

中華民国の新年と日本の新年 東亜高等予備学校教頭 松本亀次郎 18

支那の菊譜に顕るる我が白菊 支那時報社長 水野梅暁 25

隣…保関係の起源 と進化 法学博士 穂積重遠 27

秦の徐福に対する憧憬 田中逸平 33

文天祥と藤田東湖 児玉花外 39

中国民族の長 内堀維文 44

菅原是善 福 田福一一郎 67

支那近三百年来の四大思想家(続) 北平大学教授 胡適 79

正月と新年行事の起源 文学士 松永速雄 87

呉昌碩翁追薦雅会 東亜同文書院教授 山田岳陽 90

扶桑夢(華 文) 湖北省 帥雲風 100

他郷の新年 広東省 林東峯 104

感懐(華 文) 定国 109

神戸労働保険組合(華 文) 安部磯雄

黄明訳 111

漢詩 桂華岳 115

復旦大学排球隊東征記(華 文) 包長伝 116

雑報 日華学会主要記事 121

万国工業会議中国側委員招待会

東亜予備学校落成祝賀会

女子寄宿舎の購入

南京留日同学会

日本学術界日誌

第12号

口絵 1、宮島大八先生題字

2、(上)広 州市童子軍視察団

(下)奉 天学生懇親会

巻頭言 1

漢代儒教の特色 文学博士 津田左右吉 3

科学 を貫いて宗教へ 工学博士 田中龍夫 22

花血濃東亜の歌 児玉花外 32

マキアヴァリズムの剖検 東譲三郎 39

中日親和の要諦 東亜同文書院教授 坂本義孝 57

我等は何 を為すべ きか 謳覚真 61

日華学会の御隆盛を祝して 営口商業学校長 三田村源次 63

「日本合作社史」之紹介與批判(華 文) 東京帝大教授 東畑精一 65

国立北京師範大学校(紹 介) 71

長崎高等商業第二学年補欠入学生 74

東亜高等予備学校記事 75

雑報 1、留学生の軍港見学 76

2、 中川主事の中国視察
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3、 江口理事の栄誉

4、 日華学会啓事

漢詩 羅翼華、彰生 77

第13号 昭和5年5月20日 発行

題字口絵 黄士衡先生書

民国政府派遣英学生記念撮影濾上香取丸

巻頭言 1

東洋文化史上における仏教の地位 文学博士 高楠順次郎 3

カイザ リングの眼に映 じたる支那 法学士 口田安信 10

マキアヴェリズムの剖検 東譲三郎 27

若 き緑は燃える 児玉花外 36

「佃作法與自作農創定法」「中欧諸国土地

制度及土地政策」 九州帝大教授 農学博士 沢村康 38

発動機快輪 「秩父丸」之構造及設備 日本郵船船客課課長 永島義治 50

留日学務改進意見書 各省留日学生

経理員 60

東洋文化を宣伝する夏期大学 海外之日本社 76

第14号 昭和5年7月1日 発行

題字 張之江

口絵 1930年 北平師範第14班 教育参観団

広東ボーイスカウ ト徒歩旅行団

巻頭言 1

東洋文化史上に於ける仏教の地位 文学博士 高楠順次郎 2

文化事業の意義に就て 外務省文化事業部第一課長 三枝茂智 10

黄彙の開宗を論 じて日華提携の真諦に

及ぶ 大東文化学院教授 田中逸平 16

現代哲学の傾向 佐藤慶二 29

マキアヴェリズムの培検(承 前) 東譲三郎 38

朝鮮産 「薬酒」「濁酒」 と支那産 「紹興

酒」 との関係 農学博士 山崎百治 49

留 日 「時代相」雑感 諜覚真 53

夏の南北長吟短唱 児玉花外 5s

看花口占寄京友(五 首) 逸盧 62

飛行家 となる近道、御国飛行学校 62

明治大学に於ける中華学生 師尾源蔵 63

広東童子軍全中国徒歩旅行隊記実(華

文) 帥雲風 66

極東選手権競技大会 70

渡日視察団の状況 71

第15号 昭和5年8月1日 発行

題字 張之江先生題字

口絵 北平教育局視察団、明治大学喫声会
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巻頭言 1

律の三分損益法の変遷と階志の誤 布川寿 3

東洋文化史に於ける仏教の地位(其 の三) 文学博士 高楠順次郎 17

カイザアリンクの眼に映 じたる支那 漢門 口田安信 39

芸術の哲学的研究と芸術上の天才 池上周二 47

科学の国支那の再見 山本鼎 5x

古史弧微(華 文) 中華民国国立中央大学教授 蒙文通 60

第16号 昭和5年9月1日 発行

題字口絵 1、胡適先生題字

2、本会同人合影

3、上海濾江大学童子軍漸江警官学校、

山内惇先生題字

4、中華民国平漢鉄路所長王潤貞一行立

川飛行場視察記念撮影

巻頭言 1

十たび泰山の上に立ちて 田中逸平 3

中華民国之農業與合作社 東京帝国大学教授 ・農学博

士

佐藤寛次講演

劉信春訳 18

カイザア リングの眼に映 じたる支那 口田安信 23

支那の美術 に就いて 速水一孔 38

雲と石の賦 児玉花外 70

古史瓢微(其 の二)(華 文) 中華民国国立中央大学教授 蒙文通 76

湛大童子軍訪日感壊及記事(華 文) 帥雲風 81

渡日視察団の状況 86

第17号 昭和5年10月1日 発行

題字口絵 館山夏季消夏団記念撮影

関東大震災遭難学生迫庫会並に陶烈君

追悼会

巻頭言

揚子江の魚類に就いて 東京帝国大学教授 農学博

士 雨宮育作 1

我国上古に於ける日華通交に就いて 水野梅暁 18

カイザアリングの眼に映 じたる支那 口田安信 24

東京を訪れて 朝陽大学、中国大大学、女

子師範大学、北平大学講師 方英正 35

古史甑微(其 の三)(華 文) 中華民国国立中央大学教授 蒙文通 41

国連與欧連(華 文) 帥雲風 48

東亜高等予備学校卒業式 50

消息 中華教育文化基金董事会 51

新学術団体中華学芸社 54

学報部啓事 56

日華陸上競技会 57
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東京華僑学校 57

関東大震災遭難学生迫悼会 58

陶烈君の追悼会 58

館山中華消夏団 58

監督処通告 61

教育部布告 61

教育部訓令 62

第18号

口絵説明 東京大震災記念堂

中華民国仏教徒寄贈梵鐘

昭和5年10月15日 中日学生懇親会

(於教育会館)

中国国民党国慶祝賀会記念

(於溜池三会堂)

巻頭言 1

国際政治の指導原理と東洋哲学 藤沢親雄 3

我国上古に於ける日華通交に就いて(二) 水野梅暁 22

維新志士の風格(一) 横山健堂 30

中華民国供養大梵鐘に答うる詩 児玉花外 44

吊霊鐘由来 46

昭和六年特設予科生入学志願者心得 第一高等学校 48

文芸漢詩

病友 葛西善蔵著

課覚真訳 49

間歩柏崎山阿忽異常豪雨鉦風数時未巳 文学士 郭深沢 52

鎌倉懐 古、江島、日光華厳爆布、乗汽車

登 日光山至中禅寺湖 黄元友 53

消息 第三回日華学会懇親会 54

中華民国国慶記念祝賀会 54

東亜同文会関係中華学生懇親会 55

留日学生監督処布告 55

日華学会寄宿舎状況 58

学報部座談会 62

第19号 昭和6年1月1日 発行

口絵説明 (1)学 報子題字

(2)木 島桜谷氏筆望郷

(3)江 栄宝先生題字

(4)劉 燧昌先生題字

(5)孫 総理誕生慶賀会記念、山東省同郷

会

(6)横 田明大学長中華視察記念、鉄道教

習所 日華学生懇話会
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巻頭言 1

新年の辞 日華学会会長侯爵 細川護立 3

現在思想の特質と将来に於ける展望 香原一勢 7

支那回教 と五教合同運動の一瞥 田中逸平 16

維新志士の風格 横山健堂 32

我国上古に於ける日華通交に就いて 水野梅暁 43

文芸漢詩 東遊行 黄元友 53

感隈、感時壊古 李治民 54

中秋既望同鏡塘歩月 彰秋薄 54

告別之辞(華 文) 王克仁 55

南米線新造快輪平洋丸(華 文) 日本郵船公司船客課長 永島義治 57

明大横田学長中華視察記 明治大学講師中華留学生係 師尾源蔵 60

彙報 中国教育部最近の事業報告(訳 文) 65

中華留日基督教青年会 67

中華民国駐日同沢倶楽部 68

山東省同郷会 69

中華女学生招待会 69

日華倶楽部記事 70

東京工業大学附属工学 71

鉄道局教習所日華学生懇話会 71

東京工業大学生徒募集要項 72

広島高等師範生徒募集要項 73

日華学会寄宿舎学生表 75

第20号 昭和6年2月1日 発行

巻頭言 1

国際政治の指導原理と東洋哲学 其二 藤沢親雄 3

渋沢栄一翁之人生観 黄明訳 29

我国上古 に於 ける日華通交に就いて 水野梅暁 32

支那における日本研究 山崎百治 41

「我」に反るまで 本田義成 60

水仙花(七 律四首) 李 皐 70

彙報 中華民国教育部最近の事業報告(二)(訳文) 71

金沢通信 第四高等学校 沈学源 72

大分通信 大分高等商業学校 蓋鍾万 73

日華学報学生通信委員の委嘱 74

遼西水災賑金東京華僑学校基金募集遊

芸会 76

腸チブス予防注射施行 76

在日華学会寄宿舎学生表 77

民国旅行者名表 79

一高及工大特設予科入学試験合格者名表
80

第21号
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考古学上より見たる東西古文化の関係

(講演) 東京帝国大学助教授 原田淑人 1

資料

世界教育的旅行記(華 文) 相沢煕著

帥雲風訳 32

中華民国教育部最近の事業報告(三) 37

中華民国教育

状況 40

中国留学生の統計、全国高等教育概況、

中国の大学教育 と中学教育、北平に於け

る中等以上の学校統計、北平市立民衆学

校、民衆学校弁法大綱

学生募集要項

東京商科大学中華民国特別生入学試験

要項 50

長崎高商特設予科第二学年補欠募集 50

奈良女子高師特設予科生徒募集(附 特設

予科規定) 52

特設予科入学

試験問題

第一高等学校特設予科 56

東京工業大学特設予科 58

明治専門学校第二学年編入試験 60

消息

第八高等学校之沿革及其現状 第八高等学校 朱慶儒 63

京都 京都帝国大学 易希陶 64

仙台 仙台高等工業 劉雲山 65

赴米田實博士教授、同夫人招待明大中

国卒業生宴会代表諸同学致詞 明治大学 李治民 66

神戸 の一 日(昭 和5年12月30日 旅行 日

記 より) 東京高等師範 隆長卿 67

文部督学官一行の民国教育視察 69

寄宿舎学生省別表 71

第22号 昭和6年4月1日 発行

日本の女子教育の特質 香原一勢 1

我国上古に於ける日華通交 について

(続) 水野梅暁 14

上生下生の問題 布川寿 46

世界教育旅行記 二(華 文) 相沢煕著

帥雲風訳 51

民国教育状況 54

民国教育統計
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民国社会教育の状況(1)

民国教育予算について(訳 文)

蒋主席告誠全国学生書(訳 文)

北平大学の整理

地方教育近訊

東北大学の改組

中国公学の接収

広州中山大学

江 蘇、断江 、山東、福建、雲南 、湖北 、

陳西 、河北 、青海、南京、北平

蒙蔵教育の教師養成

学生募集要項 東京高等師範特設予科 71

入学試験問題 73

長崎高等商業特設予科第二学年編入試験

広島高等師範特設予科

東京女子高等師範学校

日本女子大学

入学氏名録 長崎高等商業特設予科第二学年編入者 80

広島高等師範特設予科入学者

東京女子高等師範学校入学者

日本女子大学専門部

東亜高等予備学校卒業式 82

東亜高等予備学校招募各科学生要項 88

消息 京都 京大 易希陶 90

北海道 北海道帝大工科 何純鴻 91

千葉 千葉医大 王烈 92

鹿児島 鹿児島高等農林学校 王明啓 94

第一回日華学生連合 ピクニ ック 94

日華学会寄宿舎学生表 9s

第23号 昭和6月5月1日 発行

若き日華学生の握手 東京基督教青年会総主事 斎藤惣一 1

我国上古に於ける日華交通 に就いて 水野梅暁 5

鉄道修学旅行記 鉄道教習所 周換文 12

九州 九州帝大 高 敏 22

若葉 と亜洲の空(詩) 児玉花外 24

漢詩

春柳 春草 李衡皐 26

感懐 偶感 常静仁 27

五首 東京高師 雲 章 27

民国教育状況

教育部19年 第4期 28

民国社会教育の概況(続) 33
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日本官立学校学生一人一年之教育費 38

李ice!先 生之略歴 39

学生募集要項

東京鉄道局教習所専門部特設予科 40

明治専門学校中華民国学生募集 42

一高特設予科 45

東京女子高等師範 46

東亜高等予備学校招生 47

消息

悼陳君策華逝世 東京医専 周樹森 49

大阪より 浪速高等学校 朱江戸 50

興津より 園芸試験場 陳文進 50

「密斯」と 「姑娘」(北平通信) 51

日華絵画展覧会の開催 53

日華学会寄宿舎在舎学生表 54

第24号 昭和6年6月1日 発行

日本科学者之喜劇(華 文) 1

世界教育紀行三(華 文〉 相沢 煕著

帥雲風 訳 5

本邦にて学位を得られたる隣邦の諸士 9

民国教育状況 改正されたる専科学校規定 12

学生制服着用の件

中等程度男女学生の結婚を禁ず

北平全市学生の学籍統計

鉄道教習所民国留学生入所経過概要 18

漢詩 贈浜田武夫主事 春詠十八首 李衡皐 26

青島学院(紹 介) 30

消息 日華女子籠球戦 33

日華学生懇親会春季大会概況

日華医薬留学生談話会ピクニ ック

民国士人の来住

日華学会寄宿舎学生表 41

第25号 昭和6年7月1日 発行

日華学界之新

風景(華 文) 1

研究室的女博士

街頭的教授連

出版物的洪水

思想的官導

反宗教同盟

反反宗教同盟

世界教育的旅行記 四(華 文) 相沢 煕著
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帥雲風 訳 6

民国教育状況 11

文化基金年金

北京大学組織変更

清華研究院章程の修正

東北大学委員会

高等試験資格審査

西睡学術考案団

教育部訓令

吉林省教育の新気運

学生の休暇帰省と質屋の繁昌

目前此来東京時在釜山登船赴下関船中

有感(漢 詩) 銭魯民 21

山口雁信 山ロ高師 劉翰魁 22

天王寺便 り 大阪商大 周伯様 24

明治専門学校中華民国学生募集 26

今年的消夏団、中華基督教会日華学会

通告 29

東亜高等予備

学校 31

学生作品 昨晩の地震 湯淑吾 32

日本留学の目的 同 32

昨晩の地震 喩忠欝 33

日本留学の目的 同 33

日本留学の目的 胡乗正 34

日本留学の目的 凌智 34

浜園宿泊所見学 王南義 35

友人 葛守光 35

留学便り 厳賓尭 36

雑感 孫 日淋 36

旅行 白墨君 37

旅行 曹鉦 38

私の貧乏の幸 サ植三 38

東洋文化の特質に就いて 李一匡 39

日華学会寄宿舎学生名表(昭 和6年5月

末現在) 41

消息 49

中華留日学生作品展覧会
一高茶話会

閣甘団翁書画展覧会

天津美術館

支那語学会の成立
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在日華学会寄宿舎学生学校別表 57

第26号 昭和6年8月15日 発行

魏志に現れたる古代 日本に就いて 商大学生 姜文濤 1

中華民国に於ける蜆害と其の防除法 京大農学部 易希陶 10

1930年 日本内地人口 17

民国教育界状況 19

教育部の事業報告

辺境探検に対する新提案

大学生活の一斑(南 京通信)

東亜高等予備

学校 30

茶話会記事

演説の辞 同訳文 高級講読班 張雲濤

私の東京生活 予科第三班 趙喚章

日華学会常務理事の更迭 37

東亜高等予備学校各科学生募集 38

長崎高等商業特設予科第一学年募集要

項 40

第27号 昭和6年9月15日 発行

成城玉川両学園参観記 東京高師 王維常 1

世界教育的旅行記五(華 文) 相沢 煕著

帥雲風 訳 17

民国教育界状況 19

北京大学と中華教育文化基金会との合款

事業

留米学生の最近統計

中小学代用党義教師聰用弁法
一昨年及昨年各省社会教育経費統計

教育部編審処第37次 審査会議

北平市専科以上学校の校長

清華大学三院長

教育改進社新董事長

山東教育統計

中華民国の陸軍大学

就任の辞 本会常務理事 砂田実 33

東亜高等予備学校各科学生募集 34

消息 中華民国の水災と義賑 36

愛知通信 39

留日学生の

統計表 40

第28号 昭和6年10月15日 発行

日本之県農政実績(愛 知県事例)(華 文) 黄明 1
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民国教育界

状況

教育文化基金董事会年度補助費及事業

費及計画 16

本期高等試験科目 18

学校学年学期及休暇日期規定の修正 19

師範大学第一第二部の合併 20

庚款と五私立大学の補助問題 20

中央政治学校概況(5月20日 南京通信) 21

特設予科入学

試験問題 26

明治専門学校

長崎高等商業学校

東亜高等予備

学校 32

学生作品

在学生

第十回卒業式

東京と北平 との暑 さ 予三班 趙換章 3s

夏休み 専修科 劉鴻忠

夏休み 同 顧徳増

夏休みを如何に過 したか 同 胡樹桐

卒業生名表

消夏団状況 50

消息 所感 京都帝大 IST生 52

第29号 昭和6年11月15日 発行

支那の建築について 伊東忠太 1

文苑 漢詩 右芹 28

悲歌 黄明

東亜高等予備

学校 34

学生作品 中華国民 専修科 趙換章

悲 しき別れ 同 陳益希

私の希望 夜学作文買取班 胡乗正

卒業生名表(続 前号)

卒業生内訳表

学生上級学校入学数内訳表

民国教育界状況 47

最近三年来の全国大学及専門学校概況

教育部の衰悼大会挙行通令

訓練総監部の軍訓方案

義勇軍教練綱領

今夏米国行留学生統計

芸術院

俄文法学院
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中華農学会第14回 年会

清華大学の三大工事

南京小学校状況

南京市立図書館19年 度閲覧統計

広東省各県市教育費最近統計

消息 71

明治専門学校、長崎高等商業特設予科

入学者

支那語学会の創立

日華学会寄宿舎在舎学生月表

渋沢栄一翁逝去 73

第30号 昭和6年12月1日 発行

弔中日親善之棟梁渋沢栄一翁(華 文) 1

中国の鉄道 について 周換文 3

民国教育界状況

北平に於ける学術機関 12

中華教育文化基金董事会

社会調査所

高等試験の経過状況 17

高等試験余録 24

安陽の股嘘継続発掘 26

平津学術団体対日連合会の活動 27

雑信 28

天津市の識字者 29

文苑 母上の死 早大第一高等学院 呉酒 30

日本全国小学校教員会要訊(華 文) 32

走訪日本女子四教王記(華 文) 33

東亜高等予備

学校 38

学生作品 十一月八 日 予科第二班 謝彬

明治神宮参拝記 同 周拾禄

我々求学の目的 予科第一班 劉達人

秋夜の所感 同 梁文若

上野公園遊記 同 李敷仁

友に送る文 専修科 銭魯民

偶感 本科一期 万嘉煕

日本風俗論 同 鄭観利

法西斯蓄的国民基礎教育(華 文) パル ビーノ、

ヂュリヤーノ著

帥雲風訳 45

日華学会寄宿舎在舎学生表 48

第31号 昭和7年1月1日 発行 1
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写真 中華民国駐日大使 蒋作賓

題字 新文部大臣 鳩山一郎

年頭の所感 外務省文化事業部長 坪上貞二 1

新春の所感、日華の交通について 水野梅暁 2

新春に寄す、日支学程連絡について 東亜高等学校予備学監 三輪田輪三 s

日華学会在精神界給吾人的援助(華 文) 中華留日基督教青年会総

幹事 馬伯援 9

秦氏物語 東京商大生 姜文濤 11

東京工業大学特設予科生徒募集要項 18

第一高等学校特設予科学生募集要項 19

民国教育界状況 学生義勇訓練弁法 20

中学以上奨学金の設置 21

北大学生盲目罷課反対 22

満州各大学及留日帰国学生救済法 23

エヂ ソン記念金募集 23

八省水災被害状況 24

昭和六年度選抜留学生省別学校表 26

日本報徳社(華 文) 黄明 27

東亜高等予備

学校

学生作品

卓球台新設と学生職員合同競技会 31

読 「日本全国小学教員会要訊」後感 予科第一班 陳東帆 32

机の上 予科第三班 石樺 33

私の家 同 段南奎 33

私の家 同 林穀年 34

私の うち 同 林鰻栄 34

悲哀漫談 予科第一班 伝源 34

冬の 日に郷里を懐憶する 同 陳東帆 35

随筆 専修科 陳益希 36

進取 同 趙換章 37

愚公山を移す 一留学生教育所感 山石槌 38

日華学会記事 43

日華学会在舎学生表 46

32号 昭和7年2月1日 発行

中国倫理思想について(一) 日本大学社会科学生 陳鴻年 1

日本古代文学史一瞥 東京商科大学生 姜文濤 14

民国教育界状況 19

国民教育実施方案(一)

中比庚款の大学論文奨金規定

学生義勇軍依然学生制服着用

日本教育界 23

学生的思想為甚塵左傾鳴?(華 文)
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東亜高等予備

学校 27

学生作品

茶話会

東京 予科第三班 石樺

東京 予科第三班 段南奎

東京 予科第三班 林鰻栄

東京見物 予科一班 林穀年

日本新年の正月について 予科一班 李敷仁

東京工業大学特設予科生徒募集要項 33

第一高等学校特設予科募集要項 34

長崎高等商業特設予科第二学年補欠募集 35

東京帝国大学農学部実科聴講生募集 36

広島高等師範学校特設予科生徒募集 36

東京高等師範特設予科生徒募集 37

奈良女子高等師範特設予科生徒募集 38

付録 最近三年各校特設予科入学試験問題

第一高等学校 1

東京工業大学 8

東京高等師範学校 15

広島高等師範学校 19

明治専門学校 25

長崎高等商業学校 32

第33号 昭和7年3月1日 発行

中国倫理思想 について(二) 日本大学社会科学生 陳鴻年 1

民国教育界状況 19

国民教育実施方案(二)

国立北平大学七院長辞職

北京大学校長辞職

新任中央大学校長

教育費の停滞高

教育文化基金董事会

ロ ックフェラ0財 団 と南 開大学

河北省考選国外留学生暫行規程

河北省選抜留日学生逓補省費簡章

f,,.庸 大 学

請願団雑信

文苑 27

泳菊 光達

離東京前一日偶感三首 周換文

旧詩数首 早大一高 呉酒

東亜高等予備

学校 29
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学生作品 洪水 専修科 陳漢晃

盲目の予言者 と風捕 りの女 同 陳益希

読書の楽しみ 同 趙喚章

偶感 同 陳漢晃

法西斯帯的国民基礎教育(続)(華 文) バ ル ビー ノ ・

ヂュリャーノ著

帥雲風訳 32

雑彙 36

留日学生監督処

漸江省経理処

広東省経理処

呉酒君の美挙

中華青年会

同沢倶楽部

敬悼井上準之助氏、喜多又蔵氏 26

留学生の声 37

同沢倶楽部より

黄色人種の将来 C・K・ 生

在日華学会寄宿舎学生学校別表 40

第34号 昭和7年4月1日 発行

対外文化運動(華 文〉 法学博士 三枝義智 1

中国倫理思想に就いて(三) 日本大学社会科学生 陳鴻年 8

法西斯箒的国民基礎教育(続)(華 文) バル ビー ノ ・

ヂュリャーノ著

帥雲風 訳 20

文苑(漢 詩) 荘桜痴、荘桜

療、鶉 止酒、

荘玉破 24

東亜高等予備

学校

学生作品

新訂章程抄 26

第十一回卒業式 28

第十一回卒業生及び修了生名表 28

日本の新年の風俗 予科第三班 林穀年 29

日本の新年 同 林鰻栄 29

私の故郷 同 30

日華学会在舎学生卒業祝賀晩餐会 30

横浜高工、秋田鉱山卒業民国学生内地

見学旅行 32

京都帝大卒業民国学生内地見学旅行 34

明治専門学校中華民国学生募集(六 年

度補欠) 35
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東京女子高等師範学校聴講生入学試験

問題 37

在日華学会寄宿舎学生表 38

第35号 昭和7年6月1日 発行

口絵 留 日学生遠足会、中日聯歓会、大倉精神

文化研究所

初夏の奈良(江 漸学生旅行団)、 日光神

橋(吉 林各界旅行団)

高校 と大学 との連絡について 九州帝大農学部 沈学源 1

突破思想的凶暴(一)(華 文) 里見岸雄著

彰生訳 4

東亜高等予備

学校 16

学生作品 故国の友人に寄す 専修科一期 韓仲賢

私の東京に於ける生活 同 何茂宜

私の病気 同

私の家庭 同

特設予科状況

特設予科会議 19

新入学者名表 22

第一高等学校、東京工業大学、東京高等

師範、広島高等師範、奈良女子高師、長

崎高等商業、明治専門学校

入学試験問題 第一高等学校、東京工業大学、東京高等

師範、広島高等師範、長崎高等商業、明

治専門学校 24

ハ ーモニ ーの 日(華 文) 竹中繁子 36

日華教育問題座談会 40

日華学会学生春季遠足会 46

支那語学会大会趣意書、会則、理事 47

布告類 50

中華民国駐 日学生監督処布告第44号 、

同45号 、中国国民党駐東京直属

支部執行委員会通知

日華学会寄宿舎学生表(3月) 52

第36号 昭和7年8月1日 発行

突破思想的凶暴(二)(華 文) 里見岸雄著

彰生訳 1

東亜高等予備

学校

学生作品 大倉山の遠足の記 専修科一期B班 何茂宜 15

私の希望 何茂宜 15
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東京朝日新聞参観記 何茂宜 16

日本の初夏の有様 を故国の友人に報ら

せる文 専修科一期A班 呉植模 17

民国教育界状況 18

本期各大学卒業生概況

中華教育文化基金董事会第入次年会

中央大学解散命令

教育の徹底的改造論

満州学生の学資免除

全国中小学訓育要項

1932年 的消夏団通告 33

特設予科生徒

募集 34

一高特設高等科補欠入学志願者心得

附特設高等科規程

東京高等師範特設予科生徒募集

附特設予科規程

明治専門中華民国学生募集

附中華民国留学生予備教育規程

長崎高等商業学校生徒募集要項

付中華民国留学生予備教育規程

東亜高等予備

学校概要 45

日華学会概要 50

在日華学会寄宿舎学生別表 55

第37号 昭和7年10月1日 発行

事変後の上海教育概況(翻 訳) 1

東亜高等予備学校の現況 33

第一高等学校特設高等科補欠入学 37

1932年 中華留学生消夏団 38

故郷清調四首 周文換 46

日華学会寄宿舎在舎学生数 46

第38号 昭和7年12月1日 発行

口絵 東亜高等予備学校遠足団

突破思想的凶暴(三)(華 文) 里見岸雄著

彰生訳 1

大亜細亜主義の理論と其の哲学的根拠 揚吉祥 26

東亜高等予備

学校 31

文苑 「奇跡的自剖」(華文) 東亜学校専修科 韓通仙 37

日華学会寄宿学生表(昭 和7年11月 末
、

調) 40
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特設予科補欠

入学試験問題 第一高等学校特設高等科 42

東京高等師範特設予科

明治専門学校

特設予科補欠

入学者

東京高師、明治専門学校

第39号 昭和8年2月1日 発行

突破思想的凶暴(完)(華 文) 里見岸雄著

彰生訳 1

友情は国境を越えて、東亜高等予備学校

茶話会の記 20

東亜学校学生

作品

日本の冬 専修科二期 郭景券

27

同 同 侯家傑

同 同 襲支華

箱根一日旅行 同 楊永釧

同 同 凌智

同 同 楊永釧

同 同 羅賢

同 同 韓仲賢

同 同 郭景芳

同 同 黄志章

友達に近況を知らす 同 陳祝平

故内堀維文先生 35

故李士俊君 37

日華学生懇親会新年会 38

元旦偶成(漢 詩) 徐文達 39

武居綾蔵氏之逝去 39

日華学会寄宿舎学生表 40

留学生募集要項 42

第40号 昭和8年3月25日 発行

写真 歓送留日卒業生大会、歓送迎新旧留日

学生監督

再び留日学生予備教育に就いて 高橋君平 1

日華学会歓送中国大学専門留学生卒業

帰国大会席上演説辞(華 文) 駐日留学生監督 黄森生 15

生物学的教育観(華 文〉 福井玉夫著

光生訳 17

民国教育界状況 教育標準案 32

福建教育庁長 鄭貞文先生 35

新任駐日学生監督 黄森生先生 37

小林俊三郎氏之逝去 39
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留日学務法令

規程(訳 文)

修正留日学生監督処組織大綱 40

監督処処務分掌規程 41

監督処弁事細則 43

監督処処務会議及経理員会議規程 46

修正管理留日学生事務規程 46

留日公費補助費生医薬費支給細則 49

修正発給留学証書規程 50

庚款補助留学生学費分配弁法 51

補助費分配弁法条文疑義解釈 54

陸海空軍留学条例 56

文苑 寄S姉(詩) 光達 58

海辺の一日 金俊卿 58

東亜高等予備

学校 so

学生作品

対干留東学生之希望(華 文) 椎木真一

卒業式、茶話会

懐感 専修二期 馬継視

海と山 専修三期 尤宗翰

ラヂオ 同 宋栄昌

初春 同 楊永戒

早春 楊永釧

歓送留日卒業生晩餐会 65

昭和8年 度特設

予科及陸士新入

生名表 68

一高特設高等科、東京工大附属予備部、

東京高等師範、広島高等師範、長崎高商

陸軍士官学校

」

日華学会寄宿舎学生表 70

第41号 昭和8年6月25日 発行

口絵 日華学会、東亜高等予備学校主催留学生

汐干狩会

忙人閑話 山根石槌 1

生物学的教育観(続)(華 文) 福井玉夫著

光生 訳 8

各省補費規定 33

江蘇省選補留日官費生及補助費生暫行

弁法

江蘇常熟県補助金暫行規程

断江省派遣留学行法大綱
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修訂漸江省選補留日補助費生暫行法

漸江省留日補助費生人員支配及選補順序

漸江省選補留日補助費生学校科目表

漸江省選補留日補助費生補充弁法

漸江省留日官費生請假弁法

修正安徽省費国外留学生規程

管理江西留学生事務規程

江西留日官補助費生補費弁法

修正湖北省政府教育庁選派公費留学生章

程

湖北省公費留学生卒業後実習章程

湖北省政府教育庁東西洋留学生管理事務

章程

湖北省公費留学生卒業帰国服務規則

昭和8年 度学校

別新入生名 57

昭和8年 度各校

入学試験問題集

第一高等学校特設高等科 64

東京工業大学附属予備部 67

東京高等師範特設予科 69

広島高等師範学校特設予科 73

明治専門学校特設予科 76

長崎高等商業学校特設予科 77

日本陸軍士官学校 80

日本女子大学 80

東亜高等予備

学校

学生作品

東亜高等予備学校在学生 82

学生汐干狩会 82

花 本科生 梁鴻富 83

東京へ 本科生 牟新隆 84

渡日後半年を顧みて 専二 陳光睡 85

日本の春 専二 岳朝相 85

日本の春 専二 徐維暖 85

日記一束 専 一 ノー 楊凡 86

灘破洗沙渓(詞) 専 一 ノー 楊凡 87

日華学会記事 87

在日華学会寄宿舎学生表 90

留日学生消夏団通告 92

第42号 昭和8年8月1日 発行

日本の文化的使命 外務書記官法学博士 三枝茂智 1
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東亜学校 10

生徒作品

評議員会

茶話会

入学要項(8,9月 学期)

東遊漫談 専二 謳家恪

夏 同 王来梅

山水の情趣 専一 江履1水

中華教育文化基金事会 15

中華民国教育部

頒布国外留学生

規程 16

各省補費規定

(二) 23

湖南省留日公費生暫行規程

四川選補及管理留日官費生暫行弁法

福建教育庁選派公費留学生規程審査修正

修正広東駐日留学生経理処事務規程

修正広東留日省費生補費弁法

広西省費留学国外学生暫行規程

河北省選補留日省費学生規程

陳西省留日学生序補公費及補助費暫行

規程

初度訪富士(華 文) 韓通仙 43

詩 懐郷 朱慶儒 50

京大入学時寄妹 同

雪晩 同

別恩師河合先生 同

館山消夏団 50

日華学会在舎学生表 48

第43号 昭和8年10月1日 発行

口絵 消夏団海水浴写真、江公使遺像

生物学的教育観(華 文〉 福井玉夫著

光生訳 1

支那訳の日本書籍目録 実藤恵秀 14

付録

四庫全書選印に就いて(訳 文) 衰同礼、向達 40

中央図書館備口処と商務印書館との契約 44

故宮博物院理事会修正の原文 46

文津閣校勘に関する例案(吏 部移会、都

察院移会) 46

修正広東省選派留学外国学生暫行規程 50

留日学生状況 一、留 日学生省別年度別員数表 51

二、学校類別員数表
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三、研究科 目表

四、特別予備学生内訳表

五、留 日学生学費別表(八 年度)

六、最近五年学費別表

七、研究科 目内訳表

八、留 日学生在留地方別表

東亜学校 58

衰父注公使を悼む 59

何鳳孫先生を悼む 61

四庫影印追記 61

1933年 の留学生消夏団 62

中華留日ピンポ球隊章程 67

日華学会記事 69

管理中英庚款董事会の留英公費生募集 71

中華学会寄宿舎学生表 75

第44号 昭和8年12月25日 発行

題字 中華民国駐日公使 蒋作賓閣下

日本外務大臣 広田弘毅閣下

満州国国務総理 鄭孝膏閣下

口絵 東亜学校学生遠足会

日本の文学 菊池寛 1

生物学的教育観(四)(華 文) 福井玉夫著

光生訳 to

中国教育 学制に関する諸規程 30

専科以上学校諸表 37

天津に於ける中学受験状況 43

北平市民衆学校調査 47

一高特設高等科入学志願者心得
51

幼児の想像について 東京女高師 章玉美 52

旅行雑感 荘禺霊 54

東亜学校

学生作品

秋季遠足会 57

病気の苦しみ 専修科二の二 挑大本 58

旅行 専修科二の二 黄泰錦

日光遊記 本科 王一青 ・夏伝

扮 ・梁鴻富

文苑 苔零会啓事 徐光達 56

焚影曲 和S姉 原韻 附録S姉 原韻

寄S姉 釈疑 K・T 64

渋沢栄一翁の銅像を仰 ぎて 本会常務理事 砂田実 64

故江栄宝先生迫1卓会 65

董康先生講演会 65
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学会記事 67

学生監督処布告 69

在日華学会寄宿舎学生表 72

第45号 昭和9年2月15日 発行

学理和実際的関係(華 文) 大島居寄三著

展雲 訳 1

日光の今昔 松本亀次郎 11

楊家酪著 『図書年鑑』について 実藤恵秀 25

スパルタ的及アテナ的教育 東京高師文科 曹先錫 32

東亜学校

学生作品 雪 専修科第三期 李祥麟 37

雪 同 徐維暖 37

冬 同 楊哲民 38

懐感 同 徐維媛 39

留日学生各校

入学心得

各校入学心得

序 40

文部省直轄学校外国人特別入学規程 42

京都帝大 43

一高特設高等科 46

東京工大附属予備部 47

東京高師 49

広島高師 51

長崎高商 53

明治専門 56

山口高商 57

東京商大 58

早大専門部 59

東京慈恵医大 60

女子美術 61

満州国国内外

留学生募集に

ついて 61

文教部派遣留学生受験要領 62

満州国特派師範学校留学生 64

江西剣声中学災区学生救済計画大綱 65

学会記事 72

在日華学会寄宿舎学生表 74

第46号 昭和9年6月25日 発行

口絵 新旧監督歓送迎会

聾南大学及北平師範大学参観団記念撮影

弁理留東学務的基本条件(華 文) 駐日留学生監督 周憲文 1

周憲文先生略歴 2
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留学生諸君に望む 外務省文化事業部 小林隆助 4

郷村工作の一部 中華留日基督教青年会

総幹事 馬伯援 7

中華民国留日学生美術展覧会 10

巴黎大学中国学院概況(報 告) 巴黎大学中国学院政府代表

代理 劉厚 11

中華教育文化基金科学研究補助金 19

中国専科以上学生統計 21

東亜学校 22

学生作品

第15回 卒業式、卒業生名表、謝辞、

茶話会、留学生潮干狩

桜 本科第一期 蒋碩傑 6

東亜学校学生

諸統計 2s

1省 別表

2志 望学校別表

3各 班在籍人員

4出 身学歴別数

5出 身省別

6入 学志望学校

7八 年四月上級学校入学数

8九 年四月上級学校入学数

特設予科新入

学生名表(昭

和9年4月) 32

一高
、東京工大、東京高師、広島高師、

明治専門、長崎高師、東京商大、慶大

予科、東京医専、東京女子医専、 日本

女子大学、陸士

文化視察団の

激増 江蘇教育視察団 38

満州医大

北満訪日団

中華児童教育社

南京市私立中学校長

清華大学

北京大学経済学系

聾南大学

杭州師範

満州天台仏教団

広東中山大学

北平師範大学
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南通学院農科

安徽省国外留学公費生章程 46

湖北省国外留学章程 51

日華学会寄宿在舎学生表 62

留学生消夏団通告 64

第47号 昭和9年9月15日 発行

口絵 一、周作人氏題字 二、周徐劉王諸氏歓

迎記念撮影 三、消夏団記念撮影

「太平記」に現われたる日本精神論 広島高師史法科三年 陳国珠 1

二胡について 蒋風之 13

中華民国大学及

専科学校概要 15

沿革一国立大学、省立大学、私立大学、

私立独立学院、専科学校(国 立、省立、

公立、私立)

全国専科以上学校分布状況

全国専科以上学校各年卒業人数表

全国専科以上学生年齢表

全国専科以上学生成績統計一大学、

独立学院、専科学校

少小不努力老大徒傷悲(詩) 33

来東文化視察

要録 34

雑彙 38

祭孔要聞

周作人徐祖正両氏来遊

中華旅日作家十人展

中華民国にて選派する満州留学生

長崎高商特予募集 39

在日華学会寄宿舎学生表 40

第48号 昭和9年12月15日 発行

ロ絵 東亜学校秋季遠足会

中華留学生運動会

日華図書館の必要 早稲田大学 実藤恵秀 1

プラ トンの リパ ブ リックを読 んで 広島高師 陳国珠 5

留日学生現況 14

(一)留 日学生省別年度別表

(二)学 校類別表

(三)研 究科 目別表

(四)特 別予備学生内訳表

(五)学 費別表

(六)最 近六年学費別表
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(七)研 究科目内訳表

(八)在 留地方別表
、 ノ

東亜高等予備

学校

学生作品

各種表五件

21

秋季遠足会の記 高仲生 24

箱根旅行記 本科第二期 王兆瑞 27

来東文化観察者

状況 29

留日学務要訊 33

中華民国駐日学生監督処布告

満州国第三次補助留学生選抜考試要項

満州国学生日本陸軍士官学校入学志望

心得案

満州帝国留日

学生諸表 1国 籍仮登録票 38

2性 別表

3籍 貫表

4年 齢表

5学 費別表

6処 習学科別表

7在 籍学校表

8在 住地別表

9卒 業予定年表

留学生募集要項 44

一高特設高等科

東京工大付属予備部

中華留学生秋季運動大会 47

王一亭氏の義挙 48

日華学会在舎学生表 50

文苑 函嶺行句抄 東亜学校 高仲 高円 52

日華学会役員移動 23

付録 昭和9年 度各校入学試験問題 2-21

第49号 昭和9年12月20日 発行

昭和9年 度各校

入学試験問題
一高特設高等科

1

東京工大附属予備部 3

東京高師特設予科 6

広島高師特設予科 8

東京商大専門部、予科 10

長崎高商特設予科 11

明治専門特設予科2年 編入 12
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陸軍士官学校 14

日本女子大学 15

東京女子医専 16

満州国文教部

補給生選抜試験

問題(昭 和9年

2月)

高専留学、中等留学

18

昭和8年 度各校

入学試験問題
一高特設高等科 22

東京工大附属予備部 25

東京高師特設予科 27

東京高師補欠入学 29

広島高師特設予科 31

明治専門特設予科二年編入 34

長崎高商特設予科二年編入 35

陸軍士官学校 38

日本女子大学 38

留学生募集要項

(10年 度)

一高特設高等科

40

東京工大付属予備部 41

陸軍士官学校 43

第50号 昭和10年3月20日 発行

口絵 文部大臣題字

日華協会晩餐会

鉄道教習所留学生懇親会

上海華東基督教教育会視察団

中華閲南日本職業視察団

本会事業の現況 日華学会常務理事 砂田実 1

江南の経済史的考察 早稲田大学教授 清水泰次 4

中華留学生の入学に就き日本教育当局

に望む 張清鑑 28

従日本文化説到中国文化(華 文) 曾今可 31

日本語学習の十則 東亜学校教頭 山根藤七 33

中国教育界 支那の外国留学と大学院 任鴻篤 36

義務教育普及案と庚款 大夏大学副校長 欧元懐 38

高等教育の改善について 39

中英庚款 43

天津留日同学会聯歓会 43

来東文化視察

状況 46

鉄道教習所学生懇親会 47
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日華協会晩餐会 47

中日仏教学会(華 文) 48

留日学生募集

要項 51

一高、東京工大、東京高師、広島高師、

奈良女高師、長崎高商、明治専門、東

京商大、東京女子医専、早大法学部、

陸軍士官学校

漢詩 乙亥元旦 竹隣庵主人 礼後子

桜花四絶序 東亜学校 李杏宜 32

東京の生活 東亜学校 張楡芳 30

陸士新入生名表 30

日華学会在舎留学生表 44

中華留学生秋季運動大会 53

第51号 昭和10年5月20日 発行

口絵 留日卒業学生送別会

漸江省立医薬専学生団

顧亭林先生の故郷

文芸と人生 鶴見祐輔 1

顧亭林先生の故郷を訪う 清水泰次 12

支那語の哲学 高田集蔵 15

日支女子大学生の比較 九州帝大法文卒業 朱毅如 20

従日本文化説到中国教育(華 文) 曾今可 23

日本高等教育

諸統計 24

1,高 等諸学校数

2,高 等学校数

3,官 公私立大学学部数

4,公 私立大学教員数

5,公 私立高等学校教員数

6,公 私立大学予科教員数

7,公 私立専門学校教員数

8,高 等諸学校学生数

留日学生新入学

概況 31

東京帝大、東京工大、一高、東京文理

大、東京高師、東京女高師、東京商科大

学、慶応大学、早稲田大学、明治大学、

法政大学、日本大学、専修大学、中大、

陸士、日本女子大、東京女子医、帝国

女子医薬専、東洋歯科、帝国女子医薬専

東亜学校学生年次別表 37
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留日卒業学生

送別会 附 留日卒業学生名表 37

日華学会東亜学校 潮干狩 43

中華教育界

中華民国の学位授与法 44

第三次英国留学公費生の考選 45

湯島聖堂の復興と儒道大会 47

来東文化視察

状況 47

文苑 似中満両国留学生 竹隣庵高田

集蔵 54

贈竹鄭庵主人 東 史 56

覆剣南集 弾赦 46

我国(満 州)の 住宅の改良について 日本女子大家政学部 干博敏 56

僕等の恋愛観 東亜学校学生 57

創作 嘗晦 漁帆 61

昭和10年 度東京工大附属予備部入学許

可者氏名 65

昭和10年 度一高特設高等科入学者氏名 s5

日華学会在舎留学生表 66

第52号

口絵写真 中華民国大使館茶会、北平工学院視察団

北平師大学生 と一高校長、潮干狩記念

国際法上外交使節的地位(華 文) 一林 1

支那語の哲学(二) 高田集蔵 9

中国教育界 14

各大学の募集定員の制限 15

二四年度教育補助費 16

中央研究院評議員 17

満州留学生の西洋留学 18

修正卒業会考規程 19

輔仁大学の中国語言研究近況 25

庚款文化事業

第三回留英公費生の考選 26

中国の実習学生の英国派遣 26

中美庚款会 26

中華文教基金会の減収と緊縮 27

中華文教基金会と義務教育経費補助案 28

中徳文化事業選派赴徳交換研究学生簡章 28

留学関係 自費日本留学生の学費に関する規程 30

察恰爾省の留学生 30

昭和十年度文化選抜生 29
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在日華学会寄宿舎学生表 31

潮干狩 S

東亜学校 在学生統計表 32

東亜学校卒業茶話会 33

東亜学校卒業修了者数 33

卒業生答辞 専修科卒業生 孫勉之 34

東亜学校を去る感想 孫文雪 35

山井理事来東、松本亀次郎先生古希 35

来東文化視察団 36

中国薬学大辞典の特色紹介 42

文苑 題画 弾赦 43

題翫濤閣 東 史 43

鶴峰松本先生古希寿莚、聴郭沫若先生易

談記感、其他九首 高田礼後 43

悼爺守信君 附 覇耳小伝 45

悼郭可護君 14

中華民国留学生消夏団通告 46

付録、中華民

国各省留学新

規程 1

広西省公費留学国外学生暫行規程 2

山西省考選国外留学生弁法 7

湖南省考送国外公費留学生章程 9

湖南省国外留学自費生奨学金章程 14

漸江省修正規程、駐日留学生監督処布告 15

漸江省修正選補留日津貼補助生暫行弁法 16

漸江省留日津貼生定員分配及選定順序

漸江省選定留日津貼生校別及科別表

山東省修正選補国外留学奨学金補助費

生暫行弁法 16

安徽省修正規程 24

安徽省専科以上学校清寒優秀学生助学

貸金章程 25

陳西省修正規程 27

陳西省留学生の公費及補助費補欠暫行

規程 28

江蘇省教育庁選補留日官費生及津貼生

暫行弁法 30

日華学報合本

第5号 目次 自第40号8年4月 至50号10年3月 末6

第53号

口絵題字 郡魯先生、何基鴻先生
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日本文化の特徴 長谷川如是閑 1

梁啓超の予言 実藤恵秀 12

日本語の中の外来語 魚返善雄 23

留日学生の

激増と現状 39

昭和10年6月 現在留学生学校別表

留日学生省別年度別員数表

学校類別員数表

研究科目別表

予備学生内訳表

留日学生学費別表

留日学生費別表

研究科目内訳表

留日学生在留地方別表

東亜学校 秋期新渡来者状況 57

在籍学生数

省別表

学歴表

入学志望学校表

各年度在学数表

中国の教育界 最近6年 中華民国国外留学生統計一留学

国別表、費用表、23年 度費用内訳、科

別表、性別表、 62

国立北洋工学院の新入生 65

清華大学の公費留米学生

清華大学公費留米実習生

任新任四川大学校長

中国科学社20周 年記念会

中華学芸社年会

広東学海書院

三大学新聞学部の合併

簡字の普及 73

河北教育庁長何基鴻先生 萢生 75

河北省教育行政 76

河北省専科以上学校学生奨学金法 77

学務規程 漸江省留日自費生奨学金暫行弁法 78

湖南省留日奨学金申請書類に関する教育

庁通告 81

湖北省奨学金章程に関する通告 81

江蘇省留学費の停止 83

駐日学生監督処布告 83

詩壇 郭虚 中、弾赦、
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東史、尤柄折、

李用 中 84

東亜学校創立10周 年記念園遊会 86

留学生募集要項一高特設高等科 88

東京工大附属予備部

中英庚款第四期留英公費生募集 91

日華学会在舎学生表 91

東亜寮落成 91

第54号 昭和11年2月20日 発行

題字 嘉納治五郎先生

写真 駐日学生監督処員

郡平県実験区の概況 木村重充 1

武士道より見たる日本精神 陳国珠 14

悼丁文江先生 28

中国教育界 五全大会宣言 29

北洋工学院の沿革

中英庚款

緩遠省の教育概況

中国高等教育概況 48

新任留学生監督陳次f先 生略歴 33

留学生状況 在京留学生学校別人員表 34

東亜学校

在籍学生数 39

本国に於ける出身学校表

上級学校入学表

鉄道教習所留学生懇話会 46

中華民国の人口 48

文苑 七懐 弾赦 49

題後楽園図 他二首 東史

高田礼後

詩 七古 趙ヨ奇

集諺対聯序 郭東史

来東文化視察

状況 51

中華留日青年会の焼失 58

留学生募集要項 一高特設高等科、東工大附属予備部 60

第55号 昭和11年3月30日 発行

題字 許大使閣下

写真 東亜学校十周年記念会

江蘇童子軍考察団

鉄道留学生謝恩会

日本外来語の歴史と来源 魚返善雄 1
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近代中国の儒教救国運動 潭覚真 19

民国に於ける国語教科書の検討 木村重充 24

中国教育界

水利実習留学生 31

各庚款機関の義務教育補助費 33

中比庚款委員会 34

山東省中学卒業会考 18

南開学校重慶分校 59

留学生の国際結婚禁止 59
一高及工大本年度新入生

35

東亜学校 十周年記念会 37

東亜学校沿革概評 38

東亜学校高等科規則概要 42

付 奨学金支給規程 43

国際学友会館の成立 43

日華学生懇話会 44

鉄道教習所卒業生謝恩会(付 学生代表

挨拶) 45

中華民国駐日本

留学生監督処布

告集録

布告第1号 ～第13号

47

文苑 寄隈勤賢武昌 弾赦 55

寄東史井東青圧先生 同上

贈袖海先生 東史

吉野観梅六十韻 趙碕

梅渓曲 同上

来東文化視察

状況 57

『金』 東亜学校学生 張義烈 so

敬悼 山本条太郎先生 30

第56号 昭和11年6月30日 発行

漢籍文献批判に於けるガールグレン教授

の業績 岩村忍 1

中国文化復興大義十六則 江充虎 82

最近の中国文壇 木村重充 13

広西農村建設試弁区工作紀要(華 文) 黄明 43

春期に於ける留学生の移動状況 本部調査 51

東亜学校 在籍数、省別表 70

選抜補費日語試験

来東文化視察

状況 72

英庚款董事会鉄実両部借款案 78
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中国教育界 西北大学開設計画 78

陳西省未教育児童

学費免除制度

清華大学の長沙分校

満州学生の留学試験

動物園交歓

満州医大旅行団

悼鞄伝綱君 81

第57号 昭和11年8月15日 発行

口絵 上海教育局小学教育視察団

本会新館四図

東方文化の復興 江充虎 1

「言語学」 と 「言文学」 魚返善雄 10

カールグ レンの支那言語学方法論 岩村忍抄訳 19

支那語文に関するカールグレンの労作 と

その訳書に就いて 魚返善雄 26

四年来日本農村経済更正之施設(華 文) 農林省経済更正部長農学

博士 小平権一 4Q

中国教育界 中英庚款 52

文化基金会年会 52

中央研究員の奨学金 52

図書館協会と図書館総目録 53

清華大学二十五周年 53

清華大学農学院 54

北平大学来年度教授名表 54

四川大学近況 55

中華自然科学社 56

中国科学社年会 附同会設立沿革 5s

失業大学生の救済の計画、同就業訓導班 60

模範中等職業学校の計画 62

貧困学生の免費及公費学額の設置 62

会考試験問題(天 津、高中、初中、師範) ss

中小学生卒業会考暫行規程 72

東北青年救済処の拡張 73

章太炎先生逝去 79

二億の文盲 79

燕京大学校務長司徒雷登博士略伝 74

来東文化視察

状況 76

東亜学校 第二十三回卒業式、答辞(高 級班総代

伝俊儀、専修科第三期総代王展星) SO

第一回留学生産業組合講習会 82
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支那語支那時文速成講習会 83

留日学生錆夏団の開設 25

留日学生錆夏団 84

漢詩 寄壊中国文学研究会同人 東史 18

第58号 昭和11年11月20日 発行

口絵 呉文藻博士氷心女史歓迎会

北平教育文化記者協会参観団

北京大学理学院見学団

新築東亜寮

中国の日本留学史稿(一) 実藤恵秀 1

日本外来語の語音と変化 魚返善雄 5

日本語教授界の概況 44

東亜学校 在籍学生数、学生省別数、学期別在籍数 50

中華留日学生連合会の成立 51

付録 中華留日学生連合会章程 54

呉文藻博士氷心女史歓迎茶会 56

中国教育界

天津会考の結果 57

北京大学新入学生 57

清華大学新入学生 58

北京大学名誉教授 58

平大五院教授名単 59

北平研究院七週年記念会 60

中国科学社七団体連合会年会 61

南開大学32周 年記念 61

東北大学の西安分校 62

就業訓導班 62

師大の労師訓練班 63

大学卒業生の訓練 63

大公報の奨学制度設置 64

翼察教育庁学費免減額弁法 64

庚款 中英庚款 66

第五回留英公費生 67

清華留米公費生 67

来東文化視察

状況 69

塑像家金学成君 74

哀惜魯迅先生 68

魯迅先生迫庫大会 77

支那語支那時文講習会 75

東方文化講演会 75

中華民国留学生監督処移転 77
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日華学会在舎学生表 77

敬悼柏原文太郎先生、河野久太郎先生 76

法政大学日語学科 76

有田外相の本会事業視察 4

付録 昭和11年 度特設予科 留学生入学試験

問題
一高特設高等科 1

東京工大附属予備部 3

広島高師特設予科 6

東京商大予科専門部 8

長崎高商特設予科 10

明治専門特設予科 11

陸軍士官学校中華部 14

陸軍士官学校満州部 15

東鉄教習所特設予科 17

慶応義塾大学予科 18

早稲田大学専門部 20

日本女子大学 20

第59号

口絵 東亜学校上級学生訓育遠足会

中国の日本留学史稿(二 〉 実藤恵秀 1

日本文化 現代日本文壇概観 佐藤春夫 22

世界経済の現段階と日本 高橋亀吉 27

現在日本の政治的動向 川原次吉郎 36

東亜学校見学旅行記 高仲善二 42

東亜学校

在校生統計

学生作品

学級別人員、学生省別人員、学生学歴別

人員、学生年齢別人員、学生入学志望学

校表、志望科別表 45

日本語を学ぶに就いて 第三期 張零 51

我が留学の抱負 同 崔恒譜

秋の散歩 同 趙則龍

秋季見学旅行随筆 同 葉養民

鎌倉に旅行 して 同 宋越倫

鎌倉に旅行して 同 胡汝新

中国教育界

国外留学

国内教育

留学生公自費及其科別 57

留学生の費別 58

国外留学生国別内訳表 58

留日自費生と留学証書 59

湖南省の国外留学生 59

東北青年教育処 60

独立学院の分科概況 so
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高等教育各科卒業生 63

専兼任教員の増減 63

学術機関及団体状況 63

中華学芸社二十周年記念 64

中国学院 66

量才奨学基金団研究生 66

青海学生上海留学 67

西康学生上海に来る 68

苗夷学生の優待 69

専科以上の新入生統計 69

各省市私塾収費改良の比較 69

東北勤苦学生補助弁法 70

上海の中華留日同学舎 44

中央庚款

庚款会と京籟鉄路 71

中華民国教育

概況 72

全国初等教育、中等教育、高等教育、

社会教育、蒙蔵教育、其他

招生 一高特設高等科入学心得
84

東京工業大学附属予備部 85

昭和11年6月

現在留 日学生諸

統計 学校別中満学生表 86

学校類別員数表 87

留日学生省別年度別員数表 88

研究科目別表 90

特別予備学生内訳表 90

留日学生学費別表 91

最近8年 留日学生学費別表 92

研究科目内訳表 92

留日学生在留地方別表 93

第60号

中国人日本留学史稿(三) 早高教授 実藤恵秀 1

東行日記を読む 慶大教授医学博士 藤浪剛一 14

東亜学校

学生作品

卒業式 21

昭和11年12月 現在の諸表(学 級別、省

別、学歴、年齢、入学志望学校、志望学

科)昭 和12年2月 末現在の諸表(学 級

別、省別)、学監交迭

私の書籍観 第三期 周大勇 29

お月見に因んで 同 梁景d 30
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農業と工業 高等科 呉元炊 31

歴史について 同 韓清健 32

留日学会 留学生の資格問題 33

陳甘留学生の救済 35

日華学会在舎学生表 46

中華留日学生史談片(銭 稲孫氏談) 80

庚款文化

中英庚款 留英学生、史地教科書の募集、庚款会、

鉄道部留学生、西北教育の補助、芸術

の侶導 35

留仏公費生 38

中波文化会 39

中外文化協会 39

留米学生の学位 39

中国学界

中国哲学会年会 40

中国社会学会 40

中国心理学会 40

西方語文学会 41

中華学芸社新役員 41

大公報科学奨金章程 41

失学民衆の補習教育 42

広西の中等教育 44

上海市中学師範の卒業会考 44

山東省会考の結果 45

東北学生 45

東北大学の善後弁法 45

東北青年の公費留学 46

翼東留日学生 46

中等教育統計 80

その後の楊家騎氏 実藤恵秀 47

第三高等学校第一夜の回顧 伝広茂 50

来東文化視察

状況

昭和11年10月8日 ～12年3月10日

52

修正安徽省自費国外留学奨学金章程

(25年8月 公布) 56

江蘇省留学国外自費生奨学金暫行弁法

(25年8月) 59

修正湖南省国外留学自費生奨学金章程

(25年10月) 62

中華民国修正小学規程(25年7月24日

公布) 64
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満州国留学生規定(康 徳3年9月17日 勅

令第143号) 74

第61号 昭和12年3月31日 発行

中国人日本留学史稿(四)附 録 日中両

国の西洋事始比較表 早高教授 実藤恵秀 1

日本の華語教育界、華語教授の感想と希

望 31

東亜学校 46

学級別表、出身省別表、学歴表、入学志

望学校表、在籍人員表、東亜学校学則

中華民国公私立

専科以上学校一・

覧表

全国大学一覧表 57

全国独立学院一・覧表 63

全国専科学校一覧表 66

全国専科以上学校分布表 70

工大 ・一高新入学生名表 45,

56

中国教育界

中国教育学会 71

世界教育会議出席問題 71

地質学会 72

中国合作学社 72

北洋工学院陳西分校 72

四川大学 73

教育統計 73

全国初等教育概況 73

中学の教育時間と試験準備 74

河南省学校統計 75

江蘇省の文盲数と其の粛正計画 75

河南省教育庁の国内研究生奨励 77

広東教育概況 78

広東省の留学生弁法 80

庚款文化 82

中英庚款と史跡保存

中白庚款会

中波文化協会

中外文化協会と中券文化

中華民国駐日本

留学生監督処

布告

第19号 、20号 、21号 、22号 、23号

(付訳文)

85
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第62号

中華民国留学生消夏団通告

口絵 張之洞

中野寄宿舎茶会

平和寮二寮

中国人日本留学史稿(五) 早高教授 実藤恵秀 1

日語教授法の中国化と華語教授の日本化 大正大学教授 永持徳一 19

日本文化の研究課題 護覚真 23

東亜学校

統計

卒業式一答辞(洪 永安)、潮干狩記(高

仲)

一、学級別表 二、省別表、三、学歴表、

四、年齢表、五、志望学校表

30

79

留学学務 公費留学生の許可制 33

陳西省考送国外公費生

河南省の公費留学生

監督処布告 28号 、留 日卒業後の資格証明、29号 、

軍事委員会留学生調査、30号 、留 日の

学校及び科 目制度 34

本春新入学生

名表

工大予備部の追加入学、長崎高商特設

予科、陸軍士官学校 39

鉄道教習所第十二期留学生謝恩会 40

明大の支那留学生表 41

東大医学部留学生会章程 41

日華学会在舎学生 54

東亜学校学則変更 65

留日航空学生 65

一高特設予科の生徒募集 65

中野寄宿舎舎監更迭 29

平和寮開設 32

文苑 紀春詩 郭東吏 43

潮干狩句屑 高仲 高円

敬悼阿部房次郎先生 29

庚款文化 44

中英庚款と国内固有文化の保存

中英庚款董事会

委員会、温渓造紙廠発起人会と章程

辺睡教育

西北教育

京輪鉄道

中華教育文化基金会第13回 年会

清華留米学生第五回選抜試験

留独技術学生の実習費1
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国内教育

各種統計

山東省の本年度卒業会考 55

国立五大学の連合入学試験

北洋工科研究処の碩士学位

学生の暑期西北考察団

東北大学国立に改組

東北大学留平学生

大公報の文芸奨学金受領者

天津識字宣伝会

高専新入生の成績 61

中等学校統計

高教の教育部補助

来東文化視察

状況 66

隣邦文化視察団参観先招待会 76

第63号

口絵 最初の中国人女子留学生

明治36年 の江蘇省留学生

中国人日本留学史稿(六) 早高教授 実藤恵秀 1

支那 を行 く(上) 駒大講師 野村瑞峰 52

庚款文化 中英庚款二十六年度補助費 76

清華大学派遣の研究生

留日学務 選抜補費日語試験 82

留日留学生監督処通告一第七回全国大運

動会開催、山東省留日自費生の補助停止 83

河北省国外留学生の考選(欧 米日本へ

十名補送) 84

各省選派留学生の整理 86

留日学生監督帰任 87

日華学会在寮留学生調 75

消夏団解散 95

中国教育界 中国教育学会 88

北平市の会考 88

天津市卒業会考 88

北大清華入学応募者 89

輔仁大学文理研究処 89

慶門東北雲南三大学国立となる 90

南開中学新生 91

翼東学生 91

北平の簡易小学制度拡張 91

大公報懸賞論文第一回受賞者 91

史量才奨学金 92

麿白奨学金 92
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暑期西北考察団 93

中華農学会第24回 年会 ' 93

中国斐陶斐勧学会 93

支那全国の面積及人口統計 94

第64回

口絵 保定府での最初の天長節奉祝会

北京東文学社師生の一部

中国人日本留学史稿(七) 早高教授 実藤恵秀 1

東亜学校 学生在籍表、学生国省別表 63

中国教育界

中南支学校消息

帰国留日学生

北支学校消息

65

蒋氏の留学教育軽視 65

高等教育の補助費 65

教育部布告、附表 66

陳西臨時大学 70

雲南留日学生帰国服務 70

南京市臨時連合中学 70

清華、北大、南開の臨時大学 70

留日学生登記締切 71

国立北平大学、北洋工学院駐京臨時弁

事処 71

中山大学文法学院は雲南へ 71

抗敵会学術団体を召集 71

抗日講演は下層社会へ 72

河南教育界の抗敵工作団 72

中央大学は重慶に移転 72

帰国学生民間宣伝に努力 72

帰国学生救済 72

留日帰国生救済弁法 73

留日帰国学生の処置 73

京津学生の青島通過 75

三大長沙に臨時大学を 75

北平市立中小学校開学 76

学校消 息一燕 大、 中院、輔大、平 中、五

三、鏡湖 、文華 、篤志、附 中女校 、成達 77

北平維持会文化組 78

北平図書館 78

北京の日語教育 79

北京近代科学図書館の日語基礎講座 80

来東文化視察

状況 81

館山夏季寄宿舎 83
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学会記事 日華学会寄宿舎在舎学生表 85

中野学寮 85

職員の出征 85

支那語支那時文講習会 85

敬悼 有吉明先生 85

天津教育局の留日学生考選 86

本年度の留日

学生

例言

86

学校類別員数表 87

留日学生省別年度別員数表 88

研究科目別表 90

特別予備学生内訳表 90

留日学生学費別表 91

研究科目内訳表 91

昭和12年 度留学生学費別表 92

留日学生在留地方別表 93

第65号 昭和12年12月30日 発行

事変後の北京文化界の現状 北京 神谷正男 1

支那 を行 く(下) 駒大講師 野村瑞峰 11

中華民国残留

学生(昭和12年

11月1日 現在)

例言

35

学校別名簿目次 36

学校別名簿 43

省別名簿 fit

一般選抜生
、特選生内訳表 67

省別比較表 68

地方別比較表 68

東亜文化振興協議会 69

支那語支那時文講習会 69

学生募集 東京工業大学付属予備部 前

附2

第一高等学校特設高等科 34

第66号 昭和13年2月8日 発行

口絵 日本亡命当時の康 ・梁

同盟会の人々

留学生の発行せる雑誌

東洋婦人会の女子留学生招待会

中国人日本留学史稿(八) 早高教授 実藤恵秀 1

東亜学校 各班別在籍表、種別表、学生名簿 41

京津維持会施行の日語教員検試発表 44

東洋婦人会 「共楽会」のこと 45
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日本へ来てからの色々 東亜学校二期一班 厳希傑 47

第67号 昭和13年3月31日 発行

留 日的感想(華 文) 包務 1

満州国留日学生

会館 6

満州国留日学生会館語学院 7

同寄宿寮寮規、同寮則、同自治会規約 8

満州国留日学生六大精神 20

北支文化界 中国留日同学会の成立 12

留日同学会組織草案 13

北大の人選 17

国立師範学院 17

国立女子師範学院 17

中等師資講疑館 17

学制研究会 18

外国語学校 19

覚生学校 20

新民学院旅行団 5

昭和12年3月

各校留学生入学

試験問題

一高
、東工大、東京商大、東京高師、

広島高師、長崎高商、慶応大、法政大、

東京鉄道教習所、 日本女子大、東京女子

医専、陸士 21

昭和13年3月

入学試験問題

工大付属予備部、一高特設高等科

46

第68号

題字 中華民国臨時政府行政院長王克敏先生

口絵 翼東教育訪日団懇話会

満支留学生教育について 小林隆助 1

訪日感想 翼東訪日視察団 張鴻賓 4

東亜学校 班別在籍表、省別表 9

第29回 卒業式

答辞(高 等科楊南克、正科李永明)

新入生名簿 12

工大付属予備部

一高特設高等科

商大予科

華北教育界

教科図書審査規程 15

教科図書標準 16

中学最後年級生編入検定試験 17

同上実施状況 33

北京大学の開校 17
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医学院教授名簿 18

米国の団匪賠償金 18

新民青年中央訓練処 18

同上募集要項

北京生活学校 18

中国留日同学会弁事細則 20

同上議事規則 22

日本大学の北京同学会 23

大聖孔子讃歌 23

抗日図書の保管 33

武漢の文化界 23

維新政府の教育方針 26

満州建国大学 27

東洋婦人教育会発会式 28

華北婦女訪日団 29

目華学会 「中野学寮」規程 30

日華学会寄宿舎在舎学生表 32

敬悼粟屋謙先生、嘉納治五郎先生 14

第69号 昭和13年8月1日 発行

口絵 初期の日本留学生

東亜学校遠足記念

中国人日本留学史稿(九) 早高教授 実藤恵秀 1

北京の日語学校 水野勝邦 37

東亜学校 在校生統計一学級別表、省別表、学歴別

表、年齢別表、志望学校表 44

江ノ島鎌倉見学旅行 47

中国教育会

中国留日学会 49

中国留日同学会天津分会 50

支那語専門学校 50

北大工学院 50

燕京大学生徒募集 50

北京市立高級工業の土木班 54

中学最後期編入検定試験 55

輔大附属中学校の授業停止 55

北京近代科学図書館の日語学校、西城

分館 55

明華日語学校 56

中日同学会日語学校 56

新民日語学校の公開授業 56

古学院の古学講習処一章程、試験 58

新民学院旅行団 60

58



新民学院概説 61

軍官学校学生再募集 62

天津文化教育振興会の経書班 62

山東文化教育委員会 63

南北政府の教育一元化 63

満州留日学生の夏季修練 64

東亜学生作品

江の島行 第一期第一斑 劉光鑑 65

江の島行 同 王暉華 66

見学旅行に行き建長寺を見ての感想 高等科 王溝塵 67

鎌倉江の島旅行記 同 楡菊肪 69

中満留学生消夏団通告 73

第70号 昭和13年10月1日 発行

口絵 留学生関係の四大機関(日 華学会、東

亜高等予備学校、成城学校中華留学部、

中華基督教青年会)

中国人日本留学史稿(十) 早高教授 実藤恵秀 1

東方文化学院主催 「東方文化講演会」

(広告) 31

東亜文化協議会の設立 32

9月学期東亜学

校学生調査表 各班別在籍表、省別表 38

日華学会雑報 39

館山消夏団、震災記念行事、支那語速成

講習会、平沼淑郎氏逝去

中国学会消息 中華民国教育総会 40

北京大学新入生募集

北京大学各学院長決定

師範学院入学試験

国立女子師範学院学生の寄宿制度

河北省模範小学校設置十年計画案

河北省教育庁の師範専科学校設立計画

山東省教育庁の中等学校設立計画

済南市小学校先ず15校 を回復

北京中小学校新民教育学年始業指導週を

挙行

新民会新民青年団結成要綱

教育部各学校学生制服規程を頒布す

北京市教育局主催日語暑期講習会

覚生女子中学開校

日華親善児童作品展覧会

新民会北京指導部新民少年団組織を計画す
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河南省各学校開学

上海維新学院開校

第71号 昭和13年12月13日 発行

口絵 留学生の発行せる雑誌

東亜学校秋期遠足会

天津愛善日語学校日本観光団

中国人日本留学史稿(十 一) 早高教授 実藤恵秀 1

留日学生数調査 61

内政部総長就任に際し部員に対する訓話 王揖唐 62

北京近代科学図書館日語学校について s5

中国学界消息

教育部各学校学年学期及休暇規程を定む 68

北京市教育局私立各学校の整頓に着手 70

北京市立中等学校日本人を日語教師に

招聰 71

国立北京女子師範学院各科系教授講師

決定 71

学生ラジオ演説競演会 72

東亜学校記事 秋季訓育遠足会記 72

日華学会雑報 東亜文化協議会事務所 73

支那語時文講習会

昭和14年3月 特設高等科及附属予科

入学志願者心得 第一高等学校 74

第72号 昭和14年3月1日 発行

口絵 橋本関雪画伯揮毫

川合玉堂画伯揮毫

中国青年学徒各位に告ぐ 日華学会理事 砂田実 1

中国 中華民国駐日弁事処長 孫`B 4

中華民国27年 度教育実施の回顧 臨時政府教育部教育局長 張心浦 8

中国学界消息

教育部次長更迭 13

留日自費生留学証書暫行条例公布 13

北京大学成立式挙行 15

北京大学本部人事決定 16

国立北京大学組織大綱公布 16

国立北大工学院臨時組織大綱 19

河北省教育の復活 20

教育部編審会組織規程公布 20

警官の日本留学規則 22

維新政府教育部の過去の工作及び今後の

教育計画 24

新民学院第三回卒業式 26
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中小学校旧教科書排除 26

新民会の語学検定制度 26

察南学院開院式 27

維新政府教育養成処奨励金制度 27

外国語学校奨学金制度 28

北京市教育局日語学校を設立す 29

上海に中国教育協会を組織 29

東亜学校消息

学生調査表 30

第31回 卒業式 33

赤間学監渡華 34

渡辺三男氏北京留学

文苑 箱根遠足の記 第二期第一斑 王暉華 35

日華学会雑報 東亜文化協議会と本会人事 37

日華学会各学寮冬季懇談会

本会主催支那語中級班速成講習会

昭和14年 度各

学校特設予科

学生募集要項 東京商科大学予科、専門部 39

東京高等師範学校特設予科

広島高等師範学校特設予科

長崎高等商業学校特設予科

第一高等学校特設高等科及附属予科

東京工業大学附属予備部

第73号 昭和14年5月31日 発行

口絵写真 中野学寮陰暦正月の集い

卒業留学生茶話会

支那語講習会修了茶話会

維新政府の教育方針教育本旨とその実施

方針 維新政府教育部長 陳華 1

華北教育状況 臨時政府高等教育科長 陳桔 5

中国学界消息

維新政府教育部留学規程 11

維新政府教育部督学規程 17

北京大学学則草案公布 18

北京女子師範学院学則修正 22

出版法施行細則 28

華北四省運動会 29

北京教育界の東亜新秩序建設運動週間 30

北京市教育局男女同学を厳禁 31

蒙古連盟自治政府留日官費生を派遣 32

国立南京大学創立準備 33
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南京教育局小学教材の一部を文言に改む 33

東亜医科大学青島に設立さる 34

北京新民報主催児童演説競演会 34

在京中日学界

消息

外務次官主催卒業帰国留学生招待会 35

東亜文化協議会理事会開催 38

中華民国新民会東京事務処開設 38

本年度各学校入学試験合格者氏名 39

東亜学校消息 学生調査表 41

第32回 卒業式 44

文苑 大日本天皇皇后両陛下第五皇女誕生祝辞 中華儒学研究会会長 江吟龍 45

維新政府周年記念賦呈梁院長 江吟龍 46

日華学会雑報 本年度卒業中華民国留学生在京有志茶話

会 9s

本会主催支那語速成講習会

愛善日語学校見学旅行団来京

天津市教育代表訪日視察団来朝

付録 日華学報合本第7号 目次(自 第59号 昭和

12年1月 至第72号 昭和14年3月)20冊

(別冊号外共)

1-13

第74号 昭和14年7月31日 発行

口絵写真 日華学会二十周年記念晩餐会、同茶話会

東亜学校潮干狩全体撮影並潮干狩風景

東亜の将来と青年教育の重要性 中華教育総会委員 張紹昌 1

中国学界消息

外務省文化事業部官費補給留日学生の鐙

衡 5

東亜文化協議i会第二回評議会議決要案四

項 8

東京に於ける東亜文化協議会消,自、 9

外国学生中国学校入学規則公布 9

教育部専門家を聰し教材要綱を修訂せん

とす 10

教育行政会議規程 11

華北教育行政会議 12

維新政府各省市県教育行政人員会議規程 14

同議事細則、同提案審議会規則 15

維新政府各省市県行政人員会議 18

臨時政府教育部立外国語学校学則 20

民国28年 度国立各院校経常費確定 25

北京市教育局 『好朋友』を刊行 25
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教育部各学校来学期の教科書七月中に

発行 26

北京大学文学院簿備処事務を開始す 26

維新政府教育部各省市廃学学生の救済に

乗り出す 26

維新政府師範学校法を公布 28

維新政府小学校暫行規程 29

華北中学教員夏期講習班 37

教育行政会議議定の社会教育綱領 39

天津小学教員講習班 41

東亜学校記事

学生調査表(昭 和14年3月31日 調) 42

同(昭 和14年7月7日 調) 45

春季訓育潮干狩会 47

日華学会雑報

創立二十周年記念会 48

創立二十周年記念茶話会 49

隣邦留学生関係学校及視察団参観先招待

晩餐会 53

留日学生消夏団 56

文学博士服部宇之吉氏莞去 57

第19回 支那語講習会修了 58

第75号 昭和14年9月30日 発行

口絵 館山消夏団記念撮影

中日文化の提携 臨時政府教育部総長 湯爾和 1

中国学界消息

東亜文化協議会第三回評議員会 6

中国医学会第一回大会 9

維新政府管下の各省市教育行政 14

北京大学農学院見学団日本の農業情況を

視察す 22

南京教育局中等学校に対し専任教員制度

を実施す 22

維新政府高等学校法 23

天津仏租界の各学校新課本採用に決す 24

北京市教育局簡易小学校短期小学合併

規程を公布す 25

臨時政府教育部教育法規編審会規程 26

維新政府簡易小学校暫行規程 27

維新政府短期小学校暫行規程 28

北京市教育局中学日語教科書を規定す 29

河北省及北京市赴日留学生選抜方法 30
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江蘇省立中等学校長任免待遇規程 31

維新政府暫行中学法 32

太原の小学校復興 33

教育部職業教育を推広す 34

興亜美術展覧会開催 34

東亜学校記事 35

東亜学校学生在籍表

赤間学監渡華さる

泉喜一郎氏の教育視察の為め渡華 さる

佐久間重孝氏辞任

東亜学校秋季遠足会

小笠原豊光氏逝去 5

日華学会記事 37

各寄宿舎修繕模様替工事施行

房州館山消夏団無事終了

第20回 支那語講習会

中華民国維新政府公選留日学生団の渡来

維新政府派遣留日公費生一覧

第76号 昭和14年12月30日 発行

口絵 外務省文化事業部主催留学生懇話会

東亜学校訓育秋季遠足会(日 光)

中野学寮在舎維新政府派遣留学生記念撮

影

教育界は目下如何に努力すべきか 維新政府教育部社会教育司

司長 徐公美 1

吾等青年が如何にして興亜の重任 を負う

べ きか

維新政府教育部顧問

注味菱 7

北支 ・蒙古並びに満州国に於ける日本語

教授状況視察報告 泉喜一郎 11

中国学界消息 教育総会一周年記念会、同会一年の事業

情況 15

新民会体育協会北京市教育局の興亜体育

週間 17

北京大学文学院重要人事発表 20

北京大学文学院外国学生選科入学規則 20

華北各省県立師範学校設立を計画 21

華北教育行政官日本視察団 21

日本文化事業部選抜赴日留学生決定 22

維新政府治下の社会教育概況 22

維新政府中学暫行規程 26

北京特別市中等学校一覧表 14

東亜学校記事
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東亜学校在籍表 39

東亜学校訓育見学旅行記 40

文苑 日光(張 硯鋪)、 日光旅行記(史 奎)、

私の旧友(陳 朝 華)、 日光方面修学旅行

記(王汝瀾)、 同(李文雄)、同(戒清松)、

友人に近況を知らす(鉦 琳)、 日

光遠足記(張 崇賜) 41

日華学会記事

外務省文化事業部学費補給留学生茶話会

概況 53

中野学寮茶話会 53

白山学寮茶話会 54

敬弔楊約悪君 54

第77号 昭和15年2月30日 発行

口絵 本会経営各寄宿舎合同留学生新年懇話会

歓迎友邦留学生(華 文) 椎木真 一・ 1

北京雑感 数納義一郎 4

気 山根藤七 17

中国学界消息 新民学院二周年記念祝賀会 21

教育部編審会最近の工作状況 21

雑誌 「中和月刊」刊行 22

維新政府文化団体組織大綱 23

同施行細則 24

維新政府教育部地方社会教育事業経費

補助暫行弁法 25

維新政府宗教団体教育事業興弁条例 26

東亜学校記事 学生調査表(昭 和14年12月 末日調) 28

本校学監赤間信義氏文部次官に就任 31

杉栄三郎氏本校学監に就任さる 31

高仲善二氏歓迎会 31

文苑 或 る一 日 (<菊肪 32

留学の目的 呉明 39

日華学会記事

本会評議員松浦鎮次郎氏文部大臣就任 42

本会主催各寮留学生新年懇親会 42

江蘇省南通県県公署派遣留学生 44

本会主催支那語支那時文速成講習会記事 45

第21回 支那語速成講習会開催 45

昭和14年 度留日学生数 3

各学校入学試験

心得 46

昭和14年 度
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各校入学試験

問題 53

第78号 昭和15年3月30日 発行

口絵 北支農業技術練習生赴日見学団

日本文化映画観賞会

邦書漢訳叢談 実藤恵秀 1

日華文化人と興亜の前途 李牧伯 10

中国学界消息 北京教育局華籍日語教員を調査す 18

北京大学各学院人数統計

北京の学校消費組合改組

北京中等学校学生総会規程

北京市中等学校学生会組織規程

維新政府各省市県区小学校教育推広弁法 23

臨時政府教育部二年来の行政摘要 25

総務事項に関して

文化事項に関して

教育事項に関して

東亜学校記事 学生調査表(学 級別人員、省別人員、学

歴別人員、年齢別人員、志望学校別人員

一15年3月 末調査)
39

日本文化映画留学生観賞会 42

日華学会記事 第21回 支那語速成講演会開催 43

最近日華学会の斡旋したる渡日参観団

東方文化学院講演会

第79号 昭和15年5月20日 発行

口絵 東亜学校本期卒業生正科第三期第一班、

同第二班

日華学会主催日華学生交歓会

日華学会白山学寮学生の団樂

余は何故新政府に参加したか 国民政府教育部長 趙正平 1

中国学界消息

維新政府教育部社会教育局最近の施政概

況 8

北京大学文学院文史研究所の設立を計画す 15

華北政務委員会教育総署教員任用規則を

頒布す 15

北京大学文学院日本より教授を招聰す 18

北京中国留日同学会二周年記念大会 18

山東省の教育近況 20

華北政務委員会教育部直轄編審会編纂教

科書目録 21

在京日華文化界
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消息

東亜文学協議会記事 23

東亜文化協議会理工学部会 24

東亜文化協議会第五回理事会 26

外務省文化事業部主催今春卒業帰国留学

生招待会 27

日華学生交歓会 28

股汝耕氏通州事件殉難者慰霊を行う 29

昭和15年 度各学校入学留学氏名 29

在京 日華の集い 33

新中央政府成立慶祝記念留学生弁論放送

中国在京留日学生主催新政府成立慶祝大

会

安徽省訪日視察団及び在京中国留学生交

歓会

雑誌 「愛の日本」社主催在京各国留学生

懇談会

基督女子懇談会青年会主催中国女子留学

生招待懇談会

国際文化振興会主催華北中国人婦人記者

招待懇談会

中華民国新政府成立慶祝婦人大会

留日華僑の南京還都慶祝大会

東洋婦人教育会主催お茶の会 「共楽会」

在京外国人学生招待国際園遊会

東亜学校記事 東亜学校在籍表 37

第35回 卒業式、卒業生総代答辞

職員移動

学生心得修正

日華学会記事 40

日華学会留学生教育部の設置

本会前主事高橋君平氏辞任、送別会

本会主事に佐竹一三斉藤甲一両氏就任

広東華南文化協会派遣留日学生来朝

武漢特別市政府教育視察団

在天津愛善日文協会日語学校第三回日本

観光団

国際文化振興会紀元二千六百年海外徴文

之簡章 44

第80号 昭和15年7月25日 発行

ロ絵 日華学会各寮学生懇談会

東亜学校春季遠足会
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新国民政府の教育方針 国民政府教育部長 趙正平 1

中国文化界消息 教育部長趙正平氏北京を訪問す 4

中国教育建設協会成立

中国教育建設協会第一次常務理事会

中央大学復校準備委員会学生奨学金弁法

を制定す

国立上海大学組織規程

南京国民政府教育部大学教育委員会

国立編訳館組織規程

各省市教育行政会議開会

各省市教育行政会議準備会規則

各省市教育行政会議提案審査会規則

各省市教育行政会議議事細則

華北政務委員会教育総署、専科以上の学

校に対する訓育方針を制定す

蒙古聯合自治政府留日学生選派規程を制

定す

北京師範学院新任日系教授

中央大学先修班を設立す

教育部各省市に師範教育状況の調査を通

令す

国民政府教育部全国童子軍回復を計画す

上海市教育局少年団の復興を計画す

新民会中国系職員赴日留学

北京新民学院第7期本科生赴日見学

中華全国体育協進会成立

興亜の集い 紀元二千六百年記念東亜教育大会 25

紀元二千六百年奉祝海外同胞東京大会

満州皇帝奉迎大会

日本青年団本部主催中国青年を囲む座談

会

東洋婦人教育会主催日華満女子学生共楽

会

東亜文化協議会

東亜学校記事 東亜学校在籍表(15年5月 末調) 34

留日学生学級別人員

省別人員

学歴別人員

東亜学校評議員会

東亜学校訓育遠足会(潮 干狩)

正科第三期学生の市内外各施設見学

日華学会記事 日華学会第23回 年報印刷 37
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本会図書室整備

日華学会各寮学生懇話会

本会主催留日学生館錆夏団

北京私立体育専科学校訪日参観団

第21回 支那語講習会終了式

文苑 小 さき友へ C(菊 肪 40

付録 本年度各学校卒業留日学生名表 47

第81号 昭和15年9月30日 発行

口絵 留学生夏季錆夏団

故馬松喬君告別式

歌謡狸に表れた中国民諺思想 周容 1

中国学界消息 13

国民政府教育部組織法

江蘇省教育庁の各県実験小学校設立弁法

大綱

僑務委員会貧困僑民子弟の帰国入学補助

規程を制す

中日文化協会事業計画大綱

南京国立中央大学第一次新入生発表

教育部国立理科実験処の設立を計画す

新民会語学検定合格者に対する奨励金支

給規則

開封留日同学会附設の日語学院

華北政務委員会教育総署留日特別生派遣

国民政府孔子誕辰記念祭を復活す

首都補習教育推行委員会規則

広東教育の近況

国民政府教育部留日公費生選抜弁法を規

定す

南京市教育局教育部の命を受け教科書審

査を公布す

東亜文化協議会第四回評議員会

留学生馬松喬君の逝去を悼む 40

東亜学校記事 東亜学校在籍表 45

東亜学校高等科昇格

第36回 卒業式

杉学監渡華

高仲、千田両氏帰還

文苑 参観記 張仁屏 48

日華学会記事 日華学会教育部事業計画 50

教育部主催留学生関係各校学生主事懇談

会
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日華学会事務室移転

砂田理事中川主事赴燕

本会主催留学生錆夏団

第22回 支那語速成講習会

最近渡日せる中華民国留日学生

興建運動本部選抜留日学生

南京教育部選抜日外務省補助留日公費生

最近渡日せる中華民国見学団

第82号 昭和15年11月30日 発行

口絵 在京留学生関係者招待会

東亜学校高等科修学旅行

東遊日記研究序説 実藤恵秀 1

歌謡狸諺に表れた中国民衆思想(承 前) 周容 24

華北文教の文湯爾和氏逝去す 35

中国学界消息 蒙古留学生後援会成立 36

師資講疑館組織本綱修正

北京の日華学生修養会を組織す

華北教授訪日団

安徽省教育会議

興亜の集い 東亜大都市連合大会 44

新東亜建設東京懇談会 45

紀元二千六百年奉祝青少年大会 47

東亜学校記事

学生の作文

在籍表、省別在籍表、訓育修学旅行 48

私の志望 第一期第三斑 陳国相 52

秋の遠足 同 荘競飴 53

箱根遠足記 正科第二期第一斑 黄晋禧 54

箱根旅行記 夜間講習普通班 解錦雲 55

自己の抱負を故郷の先輩に告げる文 正科第三期 徐益三 56

詩苑 箱根雑詩 小川成海 57

中華民国留日学

生会記事 58

中華民国留日学生会規約

中華民国留日学生会入会者

在京留学生関係者招待会

日華学会記事 61

日華学生会各学寮皇紀二千六百年奉祝懇

談会

近沢部長関西地方に出張

大山公夫人白山学寮に図書寄贈

第83号 昭和16年2月25日 発行

口絵 日華学会学寮修学旅行

白山学寮女学生修学旅行
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民国30年 を迎えんとするに当 り

青年学徒に告 ぐ 国立中央大学学長 奨仲雲 1

歌謡狸に表れた中国民衆思想(承 前) 周容 5

「仮名」 という称呼について 山根藤七 17

中国文化界消息

周作人氏華北政務委員会教育総署督弁に

就任す 20

華北演芸協会の設立 20

華北文芸協会正式成立 21

季刊華北農業出版 22

教育総署華北教育統計を編輯 22

万国道徳総会第三義務学校を設立 22

王委員長芸文学校に寄付 22

華北教育総署国立各院校日本語教師養成

訓練情況を調査 23

北京市教育分会日本語学校を付設 23

広東教育庁教科書審査会議を挙行 24

相踵ぐ訪日見学

視察団 24

学生の作文 水戸大洗旅行の印象 東亜学校高等科一年 王洪潭 29

白山学寮女学生

の旅行記 33

思い 東京女高師文科一年 王汝瀾

旅行記 明大女子部商科一年 史秋英

修善寺旅行 同 陳樹廉

修善寺の印象 東京女高師家事科一年 戎清松

短歌 雑詠 瀧華川 38

東亜学校記事

学生の状況(昭 和15年12月10日 現在) 39

第37回 卒業式 48

松本教頭表彰祝賀会 49

東亜学校高等科理科新設 50

日華学会記事 紀元二千六百年記念日華学会学寮修学

旅行 51

白山学寮女学生修学旅行 52

白山学寮寮監更迭 53

中華民国留日学生会規約 55

特設入学案内 56

東京商科大学昭和16年 度予科商学専門

部外国人特別入学志願者心得

長崎高等商業学校満州国及中華民国留学

生特設予科生徒募集要項

71



東京高等師範学校

第一高等学校

東京工業大学

奈良女高師

第84号 昭和16年4月30日 発行

口絵 日華学会図書室の内部、同書庫の一一部

東亜学校高等科卒業生送別会

日華満蒙学生交歓会

先ず辞書の編纂より 永島栄一郎 1

中国文化界消息 6

全国大学教授協会成立大会

上海市教育局の国民体操講習会

日語考試検定会第一次委員会

中日文化協会武漢分会の成立大会

蒙彊日系教員講習会

女流作家謝クk心逝 く

国府還都一年来の教育事業概況

東亜文化協議会

記事 13

文学部会、法経学部会、理工学部会、農

学部会、医学部会、第六次理事会 15

前会長故湯爾和先生追憶会 22

学生の作文 入学試験 東亜学校正科三期 買克明 23

春近づ く 同 黄晋禧

我が故郷 同 高履泰

私の住居 同 畢華明

春近づ く 同 黎青竹

私の進路 同 趙敬書

東亜学校記事 高等科 28

第38回 卒業式

参観者

日本語夜間講習班

日華学会記事 35

大学高専卒業留学生見学旅行

山西省第一回公費留 日学生

青島東文書院初中卒業留学生

汕頭市政府派遣短期留学生

愛善日語学校第4回 日本見学団

第23回 支那語速成講習会

図書室、食堂

理事長の決定

所管の異動
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学会日誌

東京工大附属予備部入学者許可氏名 27

第85号 昭和16年9月15日 発行

口絵 圧主席閣下歓迎大会

中華民国留日学生会総会

館山夏季臨海団遊泳大会

留日学生に対する江主席訓示 1

日本文化の性格 東京帝大文学部長 今井登志喜 6

日本道徳 北京女子師範学院講師 郭;,.瀞 17

留学生に対する日本語教授 東亜学校教授 有賀憲三 33

資料 中華民国留 日学生生活概況(そ の一) 教育部 43

日華学会記事 中華民国留日学生会第一回総会 76

江主席閣下歓迎大会 76

館山夏季臨海団 77

最近訪日の主なる見学視察団 78

学会日誌 78

東亜学校記事 80

東亜学校学生在籍表

春季訓育遠足会

前教頭山根藤七氏古希賀会

正科第39回 卒業式

会 と催 し

参観一束

高等科移転

高等科補欠入学

東亜学校高等科中野学寮 学生課

双照楼近詠 対月 江精衛 5

第86号 昭和16年11月15日 発行

口絵 移転した東亜学校高等科

東亜学校高等科の遠足

漢字音語の仮名書きに関する余の意見 山根藤七 1

日本文化與中国文化(華 文) 北京師範学院 梁盛志 20

日本文化の特質 楊覚勇 30

資料 中華民国留 日学生生活概況(そ の二) 教育部 43

東京及び地方に於ける中華民国留学生の

通学概況 65

日華学会記事 第二十四回支那語速成講習会 73

最近の主なる留学生団

中華民国留日学生会の近況

学会日誌

東亜学校記事 多摩聖蹟記念館拝観 75

双十節慶祝午餐会(高 等科)
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東亜学校正科省別、班別在籍表

正科学生の漸増

修正国外留学規

程 77

本年度興亜院補給学生 82

第87号 昭和17年1月15日 発行

口絵 中華民国留日学生会秋季大会

国民政府内政部長陳華先生一行歓迎大会

東亜学校正科の遠足

大学専門学校卒業留学生送別晩餐会

留日学生に対する訓示 国民政府内政部長 陳華 1

日本文化の世界に於ける地位 李漠 6

日本留学案内略稿 教育部 25

留学生諸君に告ぐ 日華学会 45

留学生の陥 りやすい日本語上の誤謬 有賀憲三 46

大詔奉戴誓詞 大日本興亜

同盟 52

東亜文化協議会

雑記 保坂隆一 53

第五次評議員会出席評議員名表 54

各専門部建議案 54

新評議員名表 55

日華学会記事 中華民国留日学生会秋季大会 57

陳華先生一行歓迎大会

大学専門学校卒業留学生送別晩餐会

広東省留学生

興亜院一行本会視察

本会評議員浜野虎吉氏逝去

学会日誌

本会主事中川義弥氏急逝す 5s

東亜学校記事 狭山公園行 61

正科第40回 卒業式

共栄の集い

東亜学校正科班別、省別在籍表

高等科学生の大東亜戦争献金 60

明治節奉祝式(高 等科)

第88号 昭和17年5月25日 発行

口絵 東亜学校高等科の卒業式

東亜学校正科の卒業式

故中川義弥氏の葬儀

日本の夫婦 東京帝大法学部長 穂積重遠 1

米国 「東亜政策」の歴史的回顧 藤田重行 17
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日本語を教えて見て 鈴木正蔵 25

中華民国留日学生各学校入学志望情況調 教育部 40

日華学会記事 寮生の東京宝塚劇場見学 48

北京興亜高級中学第1回卒業留学生

故中川義弥氏の葬儀

評議員小川平吉氏逝去

学会日誌

東亜学校記事 高等科の行事 51

正科班別、省別在籍表

第89号 昭和17年5月25日 発行

口絵 国立北京大学校長銭稲孫氏を迎えて

日米英戦争の意義と青年の責任 周作人 1

米国 「東亜政策」の歴史的回顧(二) 藤田重行 6

中国新国学の樹立 東亜学校教授 角川源義 11

日本語を教えて見て 鈴木正蔵 20

中華民国留日

学生各学校入

学概況 教育部 32

文苑 六義園遊記 水産講習所学生 陳霊秀 38

東亜学校時代の生活 慈恵会医科大予科学生 伯縷 40

鎌倉江ノ島見学 東亜学校高等科学生 張仁屏 42

東亜文化協議会 4専 門部会、理事会 保坂隆一 44

華北各省市留日公費生選抜派遣弁法綱要 51

留日自費生留学証書発給暫行条例実施弁

法 52

修正学校卒業証書規程 37

一高特設高等科、東京工大予備部入学許

可者氏名 43

中華民国留日学生会の近況 46

日華学会記事 広東省学生 47

第25回 支那語速成講習会

学会日誌

東亜学校記事 高等科、正科の行事 49

正科省別、班別在籍表

第90号 昭和17年7月25日 発行

口絵 東亜学校正科の潮干狩

同高等科新校舎敷地の地鎮祭

中華民国留日学生会第二回総会

新築赤城学寮、同披露記念

梅博士と注精衛 本会評議員 竹内義一 1

米国 「東亜政策」の歴史的回顧(三) 藤田重行 13

鶴の草紙、蛤の草紙 角川源義 20
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清国公使館ものがた り 早稲田高等学院教授 実藤恵秀 29

細胞学発達史(華 文) 湯浅明

張耀斌 訳

45

通音 に就いて(日 本語の教壇) 東亜学校 有賀 50

華北日本語学校整頓暫行弁法 44

日華学会記事 中華民国留日学生会第二回総会 59

各学校留学生関係者懇談会

支那事情講演会

赤城学寮竣工

大日本興亜同盟改組

学会日誌

東亜学校記事 高等科、正科の行事 63

正科班別、省別在籍表

第91号 昭和17年9月25日 発行

口絵 東亜学校高等科第三回卒業予饒式

同正科第42回 卒業式

夏季錬成団男子班、同女子班

支那の火薬及び大砲 佐久間重男 1

米国 「東亜政策」の歴史的回顧(四) 藤田重行 10

中国の音楽について 東亜学校教授 鈴木正蔵 17

性(華 文) 湯浅明

張耀斌 訳

22

錬成団についての感想 留学生5名 30

湯檜会日記一女留学生の錬成 池田朝子 34

第26回 支那語講習会 21

各学校秋季入学志願者の状況 33

日華学会記事 留学生の夏季錬成団 37

学会日誌

東亜学校記事 高等科、正科の行事 41

正科学生省別在籍表

正科の学制改革

編輯後記 42

第92号 昭和17年11月25日 発行

口絵 昭和17年 度華北選抜留日学生

東亜学校正科の秋季訓育旅行

日本の文化の本流 東京帝大教授 中村孝也 1

新詩の前途(1) 郭紹虞

豊田穣 訳註

22

留学生佳話 千 田 九 一一 33

悼亡友邸意(華 文) 陳霊秀 36

秋季の入学状況 38

卒業留学生の就職を斡旋して 教育部 39
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華北選抜興亜院補給留学生 42

東亜学校記事 高等科、正科の行事 43

正科学生省別、班別在籍表

顧問清浦奎吾伯、評議員速水一孔氏逝去 44

日華学会記事 学会日誌 45

編輯後記 4fi

第93号 昭和18年3月15日 発行

口絵 中華民国留日学生会第二回秋季大会

(講演 と体操)

東亜学校正科の秋季訓育旅行

故赤間信義氏

新年のことば 東亜学校高等科講師 山根藤七 1

新詩の前途(2) 郭紹虞

豊田穣 訳註

15

語法教授の重点主義 有賀憲三 32

留学生出国暫行条例 38

日華学会記事 大東亜省誕生、本会支那事務局へ移管 41

中華民国留日学生会第二回秋季大会

赤間理事長急逝、理事白岩龍平氏逝去

学会日誌

東亜学校記事 高等科、正科の行事 44

正科学生省別、班別在籍表

正科秋季訓育旅行

第94号 昭和18年6月15日 発行

口絵 東亜学校高等科増築落成記念、新築巣鴨

寮

中華民国留学生会第三回総会

留学生諸君に語る 大東亜省支那事務局総務

課長 堂ノ脇光雄 1

郭定森君を偲ぶ 竹内義一 17

中華民国留日学生会第三回総会記

(華文) 孫景瑞 19

昭和18年 度春季大学予科専門学校入学

紹介調査表 教育部 21

日華学会記事 東亜学校高等科増築落成式 23

中華民国留日学生会第三回総会

巣鴨学寮落成

翠松寮を丸山伝太郎氏へ寄付

学会日誌

岩村成允氏逝去 23

東亜学校記事 高等科の行事 31

正科第43回 卒業式挙行
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第95号 昭和18年11月25日 発行

ロ絵 中華民国留学生夏季錬成甲班、乙班

故李賀林君慰霊告別式

中華民国の食糧問題に関する二三の考察 東京帝大名誉教授 佐藤寛次 1

日本の科学の歴史 東亜学校高等科講師 湯浅明 16

国史を一貫する精神 日華学会嘱託 関世男 29

昭和18年 度秋季卒業留学生の就職斡旋

下ごしらえを了へて 教育部 37

日華学会記事 留日学生夏季錬成団概況 39

夏季錬成団に参加して 東亜学校高等科二年 那兆祥

夏季錬成団の感想 東亜学校正科高級班 黄秋斌

留学生李賀林君逝去

学会日誌

宮島大八氏逝去 47

東亜学校記事 高等科記事、正科記事 43

中華民国留日学生高等諸学校分布調 47

第96号 昭和19年6月25日 発行

吉田松陰の道義精神 岡不可止 1

東洋 に於ける化学発達の経路につ きて 岡宗次郎 20

昭和18年 度秋季大学入学紹介調査表 教育部 41

日華学会記事 注主席歓迎会 42

大東亜結集国民大会参列

第二回日本文化講座開講

学会日誌

本誌発行 につきて 編輯室 40

東亜学校記事 正科記事、正科省別、班別在籍表 44

第97回 昭和20年10月25日 発行

中国文化の再認識 東京帝大教授 宇野円空 1

昭和19年 度秋季入学紹介調査表 教育部 20

日華学会記事 中華民国留日学生会第4回 総会 24

留学生夏季錬成

日華協会の設立と本会の合流

学会日誌

東亜学校記事 正科記事、正科省別、班別在籍表 33
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